参照の探し方 


冊子のマニュアルの本文内に、》「****** (文書番号)」とある場合は 
『画面で見るマニュアル』で検索してご覧ください。 


r 




参照 


Windows の画面について 

^『画面で見るマニュアル』>「 920010 」で検索 
一 「 Windows の画面と各部の名称」 




J 



文書番号 （6 巧の数字）を入力して 
r 巧索ずる J をクリック 


ア J レバーシ3ン«18:\/1 



を ] fmV 

画面で見る7ニュアル 


〇义書番号 （6 柄の数宇）を入力 
© r 巧索ずる J をクリック . 


义書を号の巧客び表示 



旧巧」、 r 検索 J 、 憶引」など、他 
にをいろいろな探し方があり 
ます。 

『画面で見るマニュアル』につ 
いて詳しくは、画面ち上の0 
をクリックして < ださい。 
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八ソコン本体前面.. . 
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第2章パソコンの取り扱い 
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AC アダプタを接続する . 

電源を入れる . 

電源を切る . 

バソコンを待機状態にする/復帰させる . 

AC アダプタを取り外す . 

2バッテ U で使う . 

バッテ U を充電する . 

バッテ1」充電ランプ/バッテ U 残量ランプを確認する 

内蔵バッテ U バックを交換する . 

3フラットポイントを使う . 

フラットポイントについて . 

フラットポイントの使い方 . 

4音量を I 周節すな . 

已液晶ディスプレイの明るさを調節する . 

6 CD / DVD を使ラ . 

このバソコンでできること . 

このバソコンで使えるディスク/使えないディスク. 
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7 メモ U - 力ードを使う . 

メモ U - 力ードをお使いになるラえでのごを意 . 
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メモ U - 力ードを差し込む/取り出す . 

8 LAN (有線 LAN ) 機能を使5 . 

このバソコンの LAN 機能 . 

インターネットを使うとさの接続例 . 

LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合 . 

9無線 LAN 機能を使5 . 

このバソコンの無線 LAN 機能 . 

インターネットを使うときの接続例 . 

無線 LAN をお使いになる場合 . 


安全にお使いいただくために. 
このマニュアルの表記について 

第1章さ部の名称と働を 


12 3 4 5 6 7 


4 4 


8弓0012345 


8802468891334789903889922 234445 
112222之之233333333斗斗斗斗斗斗5555555 5 


2 @1 宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 
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安全にお使いいただくために 


本製品には D 『安むしてお使いいただくために』というマニュアルび添付されています。本製品を 
ま全に正し<お使いいただ<ための重要な情報び記載されています。 

お使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、 r ま全上のごま意」をよくお読み 
になり、理解された5えで本製品をお使いください。 

また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでちご覽になれるよラ大切にイ呆曽してください。 


このマニュアルの表記について 


画面例およびイラストについて 


表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、画面およびイラストび 
若干異なることびあります。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、 
本来接続されているケーブル類を省略していることびあります。 


まをにお使いいただくための給記号について 


このマニュアルでは、いろいろな絵表おを使っています。これは本製品を安全に正しくお使いい 
ただを、あなたや他の人々に加えられるおそれのあるを害や損害を、未然に防止するための目印 
となるちのです。その表示と意ははなのよ5になっています。内容をよくご理解のラえ、お読み 
<ださい。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 t する可能性または重傷を負 
ラ可能性びあることを示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性があること、 
および物的損害のみが発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容びどのよラなをのかを示すために、上記の絵表示と同時になの記号を使つ 


ています。 


A 

A で示した記号は、警告•を意を促す内容であることを告げるちのです。記号の中や 
その脇には、具体的な警告内容が示されています。 

0 

&で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるちのです。 
記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただ<内容であることを告げるちのです。記号の中 
やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


4 @1宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 















本义中の記号について 


本文中に記載されている記号には、なのよ5な意味びあります。 


僅固 

お使いになるとをにを意していただをたいことや、してはいけないことを記述してい 
ます。必ずお読みください。 


操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

•> 

参照先を記述しています。 

D 

冊子のマニュアルを表しています。 

を] 

画面で見るマニュアルを表しています。 

(起動方法について、このマニュアルの巻頭でご案内しています。） 

@ 

CD - R 0 M / DVD - R 0 M を表してし、ます。 


製品などの呼び方について 


このマニュアルでは製品名称などを、なのよラに略して表記しています。 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Windows Vista ® Home Premium with Service 

Windows または Windows Vista または 

Pack 1 

Windows Vista Home Premium 

Windows Vista ® Ultimate with Service Pack 1 

Windows または Windows Vista または 
Windows Vista Ultimate 

Windows ⑥ Internet Explorer ® 7 

Internet Explorer 7 または 

Internet Explorer 

情報処理機器の省エネルギー化推進に関する法律 

省エネ法 

スーバーマルチドライブ 

CD/DVD ド'ライブ 

FMV 画面で見るマニュアル V 1.日 

画面で見るマニュアル 

ExpressCard ™/34 モジュール 

ExpressCard ' M / 已4モジュール 

ExpressCard 


商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista 、 Aero、Internet Explorer は、ホ国 Microsoft Corporation の、米国およびその他の国 
における登録商標または商標です。 

インテル、 Intel 、 インテル Core 、 インテル Celeron および Centrino は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation 
の商標です。 

SD □ ゴおよび SDHC □ ゴは 、 SD ASSOCIATION の商標です。 

ExpressCard™x ExpressCard™ □ ゴは 、 Personal Computer Memory Card International Association (PCMCIA ) の商 
標で、富 ± 通へライセンスされています。 

その他の各製品ちは、各社の商標または登録商標でず。 

その他の各製品は、各社の善作物でず。 

Copyright FUJITSU LIMPTED 2008 


ドルビー、 DOLBY. ダブル D 記号、 AC-3 およびプ n □ ジツクはドルビーラボラト U- ズの商標です。 
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き部の名拖と働き 


パソコンの各部の名称と働さについて説明しています。 
ここでは、代表的な機能を説明しています。 


1パソコン本体前面 . 8 

2 パソコン本体上面 . 9 

3パソコン本体側面 . 10 

4パソコン本体背面 . 12 

已パソコン本体下面 . 13 

6キーボード . 14 

7状態表示 LED . 15 













回团因日圆旦圆目^^^^^^^^^^^^^^^ 

パソコン本体前面 


-ワイヤレススイッチ[ま] 

無線 LAN [ラン]の電波の発信/ 

停止を切0誓えます。 （•> P . 已 4) 

フラットポイント 

マウスポインタを操作します。 
(•> P .33) 


液晶ディスプレイ 

入力した内容や、パソコン内 
のデータなどを表示します。 


ラッチ 

この部分を押しなびら液晶 
ディスプレイを開さます。 

スピーカー 

パソコンの音声を出力し 
ます。 （•> P .37) 



エルイーティー 

が態表示 LED 

パソコンの状態を表示します。 
(•> P . l 已） 

サポート 

Support ボタン 


電源ボタン（の） 

バソコンの電源を入れたり、 
ス U —プ/復帰（レジュー 
ム）させます。 （•> p ぶ日） 

電源ランプ 


- Windows 起動時 

「 FMV サポートナビ」が起動し、 「 Q & A 」 や「曰頃の方ンテナン 
ス」などのヴポート機能を簡単に始めることびでをます。 

. シャットダウン時 

Windows び起動しないと走にわ、「八ードウエア診断」や「マイ 
U カバリ」などトラブル解決に役立つサポート機能を使うことびで 
をます。休止状態ス U —プ中の場合には 「 FMV サポートナビ」 
び起動します。） 

詳しくは、0『トラブル解決ガイド』-> r 充実のヴポート機能で安 
む-快適」をご覧ください。 


パソコンの電源び入って 
いるとさに点灯します。 


ま；無線 LAN 搭載機種のみ 


パソコン本体前面の各部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧ください。 


を!『画面で見るマニュアル』》 r 日日日27日」で検索 
^ - r 各部の名称と働さ：パソコン本体前面」 


@15互貴度| D 雪鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 































































































































































































读イラストは機種や状況によ 0 異な 0 まず。 


内蔵無線 LAN アンテナ[を] 

ここに、無線 LAN 用のアンテナび内蔵されています。 （"► P . 巳 4) 


を：お線 LAN 搭載機種のみ 


パソコン本体上面の各部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次 I 
マニュアルをご覧ください。 


ミ ♦ 


な ^^ il 

を!『画面で見るマニュアル』》「日日日26日」で検索 
- r 各部の名称と働さ：パソコン本体上面」 
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回国因日圆旦国目^^^^^^^^^^^^^^^ 

パソコン本体側面 


くソコン本体左側面 



CD や DVD をセットします。(- >P.43) 


パソコン本体側面の各部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧ください。 



巧! r 画面で見るマニュアル』》「000吕80」で検索 
一「各部の名称と働さ：バソコン本体側面」-*「パソ 
コン本体左側面」 


10 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 































































































ノくソコン本体ち側面 


ExpressCard 取り出しボタン 

ExpressCard を取り出します。 

ExpressCard ス□ツト （ EC ) 

ExpressCard の差込□です。 

夕1■部ディスプレイコネクタ （◎) 

外部ディスプレイを接続します。 



ダイレクト•メモリース□ッ 


SD メモリーカードの差込□です。 
min 吃 D[S ニエスディー]カードなど 
は、アダプタを使用してください。 
(•>P.48) 


DC - IN コネクタ（二） 

添付の AC アダプタを接続します。 

USB コネクタ（•^) 

US 日マウス、プ U ンタなどの USB 規格 
の周辺機器を接続します。 

.マイク-ラインイン兼用端子（户） 

外径 3.5mm の云ニプラグに対応した 
市販のバソコン用マイクを接続でさます。ま 
た、設定を変更することで、ライン入力端モ 
としてち使用でさます。 

.ヘッドホン•ラインアウト 
兼用端子 （0) 

外径 3.5mm の云ニプラグに対応した市販のへッ 
ホンを接続でさます。また、設定を変更すること^ 
ライン出力端テとしてち使用で去ます。 


パソコン本体側面の各部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧ください。 


♦ 


剖 

巧!『画面で見るマニュアル』 


* r 各部の名称と働さ 
コン 本体ち側面」 


「000280」で検索 
パソコン本体側面」一「パソ 


蠢 Q 名称と働さ 
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回团因日圆旦圆目^^^^^^^^^^^^^^^ 

パソコン本体背面 


ュー エス ビー 


USB コネクタく*^) 

USB マウス、プ IJ ンタなどの USB 規格の周辺機器を接続しまず。 



LAN コネクタ（盛） 

LAN ケーブルを接続します。 
(•>P' 已吕） 


盜難防止用□ック取り付け巧 （ fl ) 

市販の盜難防止用ケーブルを接続します。 


パソコン本体背面の各部の名称と A 

働きについて、詳しい説明は次の > を) 個面で見るマニュァル』》「00〇 3 〇0」で検索 
つ一っ アルをご醫くだ■'さし、 ^ 一 r 各部の名称と働き：パソコン本体背面」 


12 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 










































































































































































回团因日团旦圓目^^^^^^^^^^^^^^^ 


パソコン本体下面 



パソコン本体下面の各部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧ください。 



を!『画面で見るマニュアル』》「日日日2日日」で検索 
- r 各部の名称と働さ：パソコン本体下面」 




















































































































































































回团因日圆旦国目^^^^^^^^^^^^^^^ 

丰—ボ—ド 


半角/を角キー 

エスケープ 

- Esc キー 
ファンクションキー 


バックスペース 

Back Space キー 

デ U - 卜 

Delete キー 

ナム□ック 

Num Lk キー 


テンキ- 


UJUQEJMOlEjm 国 IeJUQC^M 圖画壓 

圏 ] jyQ 图 lyBi 图 ly 因 [ 图 fcugu Q 固 ; 

回 CliQbj 國 □[□iQuiDHe] 






匯 


囚 


曰 


封[因國 QQyQ り國 □IQH 


□囚因 g の 

iQ 


Fn キー 

シフト 

Shift キー 

キヤブス□ツク 

Caps Lock キー 



カーソルキー 

エンター 

Enter キー 


半角/全角キー 

キーを押すごとに、半角入力/全角入力を切り誓え 
ます。全角入力にすると、日本語を入力でさます。 

Esc キー 

現在の作業を取り消します。 

フアンクシヨンキー 

ソフトウエアごとにいろいろな機能び割0当てら 
れています。青い刻印の機能は、画を押しなびらそ 
のキーを巧して使います。 

Fn キー 

画を押しなびら、青い刻印のキーを押すと、それ 
ぞれのキーに割0当てられた機能を使用すること 
びでさます。 

Shift キー 

國|固を押しなび5文字キーを押すと、キーの上段 
に刻印されている記号を入力でさまず。 

广 'gpo し OC "' レ 

國1因を押しなびらを押して、英大文字入 
力/ル文字入力を切0誓えます。 


カーソルの左側にある1文字を削除します。 

Delete キー 

力ーソルのち側にある 1 文字を削除します。 

Num Lk キー 

テンキーの設定を切0替えます。 （•> P . l 已） 

- Num Lk ランプ点口時[ま] 

テンキーで数字や記号を入力でさます。 

- Num Lk ランプ消灯時 
テンキーの下段に刻印された機能を使えます。 
カーソル キー 

カーソルを上下左ちに移動します。 

Enter キー 

入力した文字を確定したり、改行します。 

テンキー 

数字や記号を入力します。 


ま ： Num Lk ランプ点な時に Shift キーを押しなびらテンキーを巧すと、 
テンキーの下段に刻印された機能び使えます。 


その他のキーや詳しい説明は次 
マニュアルをご覧ください。 



を]『画面で見るマニュアル』》「日日日22日」で検索 
- r 各部の名称と働さ：キーボード」 


14 ^|5ミ貴度| D 雪鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 

















































































































回团因日团旦圓目^^^^^^^^^^^^^^^ 

状態表示 LED 



①バッテリ巧電ランプ（て！！） 

パソコンに AC アダプタび接続されている場合 
に、バッテ U の充電状態を表示します。 
(•>P.28) 

感バッテリ残量ランプ（〇) 

バッテリの残量を表示します。 (•>P.29) 

感ディスクアクセスランプ（を） 

内蔵八ードディスクや CD、DVD にアクセスして 
いるとをに点灯します。 


④ Num Lock [ナム□ック]ランプ（团） 

キー ボー ドびテンキーモードの時に点丹します。 
ランプ点好時は、テンキーで数字や記号を入力で 
をます。ランプ消好時は、テンキーの下段に刻印 
された機能を使えます。 

【Num Lk】 キー (•>P.14) 

⑥ Caps Lock [キャブス□ック]ランプ（を]) 

英大文字固定モード（英字を大文字で入力する状 
態）のとさに点好します。 

に aps Lock ] キー (•> P. 1 4) 

® Scroll Lock [スク□—ル□ック]ランプ（卸） 

Fn キーを巧しなびら Scr Lk キーを巧したとさに 
点丹します。点灯中の動作は、ソフトウェアに 
よって異なります。 


状態表示 LED のさ部の名称と働 
さについて、詳しい説明は次のマ 
ニユアルをご覧ください。 



を!『画面で見るマニュアル』》「日日日23日」で検索 
- r 各部の名称と働さ：状態表示 LED」 
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電源を入れる/切る . 

バッテリで使ラ . 

フラットポイントを使う . 

音量を調節する . 

液晶ディスプレイの明るさを調節す る 

CD/DVD を使ラ . 

メモリーカードを使ラ . 

LAN (有線 LAN ) 機能を使う... 
無線 LAN 機能を使ラ . 


A-A- 

2 章 

パソコンの取り扱い 


最ネ如こ確認していたださたいことと、使用上の注意事項などを説明しています。 


1234已6789 


883789824 

123333455 














因回 Q 匹 


電源を入れる/切る 



電源の入れ方と切り方はとてち重要です。正しい方法を覚えて<ださい。 



A 警告 


0 •落雷の可能性がある場合は、あ6かじめパソコン本体の電源を切り、その後電源コードをコ 
ンセントから巧を、ケーブル類を取り外しておいてください。落雷による感電、火災の原因 
となります。 

雷が鳴り出したとさは、落雷の可能性びな<なるまでパソコン本体やケーブル類に触れない 
で<ださい。ケーブル類の接続作業は、落雷の可能性びな<なるまで行わないで<ださい。 

〇 -AC アダプタは、このマニュアルをよく読み、正しく接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電■火災の原因となります。また、パソコン本体が故 
障する原因となります。 

C 5 >oint AC アダプタび熱くても故障ではありません 

パソコンの使用中は、 AC アダプタび熱くなることがあ0ますび、故障ではありません。 


1 液晶ディスプレイを開きまず。 


ラッチを押してロックをがし、パソコン本体とラッチ部分の両方に手を添えて開けてください。 



18 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 








2 AC アダプタを接続しまず。 


1.AC アダプタに AC ケーブルを接続します。 

をパソコン本体の DC-IN [デイーシ ー-r ン]コネクタに接続します。 

3. 電源プラグをコンセントに接続します。 

AC アダプタは差し込み□のお状をよく確認して、奥までしっかりと差し込んでください。正し 
く接続すると、状態表示 LED [エルイーディー]のバッテ U 充電ランプ （•□) び点なします。 



電源プラグ 

(イラストは機種や状況によ0異な0ます） 


パソ n ン©取り扱い 
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電源を入れてか 5 このパソコンび起動するまでは、むやみにキーボードやフラツトポイントに触れ 
ないでください。正常に起動でをなくなる場合びあ0ます。 

パソコンを長時間お使いになる場合は、バッテリ切れによるデータ消失などを防ぐため、必ず AC 
アダプタを取り付けてください。 

電源ボタンを、4秒!;(上押し続けるとパソコンの電源び切れてしまいます。データび失われる場合 
もあ0ますので、ごミち意くださし、。 


1 電源ボタン（む）を押しまず。 



電源ボタンの横のランプび点灯します 
(イラストは機種や状況により異なります） 


電源ボタンの横のランプが点口し、画面に文字などが表示されます。 


20 ^15互貴度| D 季鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 



このような画面び表示されたことを確認しまず。 


■ Windows のログオンパスワードを設定していない場合 



■ Windows のログオンパスワードを設定している場合 

お使いのユーヴー名をク U ックします。 Windows のログオンパスワードを入力し、〇をクリツ 
クします。 



Windows のパスワードについロホ、 Windows のヘルプを表示し、「パスワード」で検索して「コ 
ンピュータをパスワードでな護する」をご覧ください。 

^^oint Windows び起動しない場合 

次の点を確認してください。 

- AC アダプタを接続している場合 
AC アダプタび正しく接続されているかお認してください。 

「AC アダプタを接続する」 (•>P.18) 

. バッテ U で使ラ場を 

バッテ U の残量び充分にあるかを確認し、残量びかない場合は AC アダプタを接続してください。バッテ U 
残量びかないと、電源を入れてわ Windows び起動しないことびあります。 

上の点を確認しても Windows び起動しない場合は、次のマニュアルをご覧ください。 

G 『トラブル解決ガイド』 

一「日 &A 集」一「パソコンびおかしいときの qslA 集」一 r 起動/終了」 
























電源を切る 


ここでは Windows を終了するち法を説明しています。 

必ず、なの手順で Windows の終了処理を行ってください。 Windows の終了処理を行うと、自 
動的に電源び切れます。 

パソコンを使わないときは、 Windows を終了せずに「待機状態（ス U- プ)」にしておくことち 
できます。ス U -プにするち法については、 r ノてソコンを待機状態にする/復帰させる」 ► P.24) 
をご覧ください。 


I作業中のデータを保巧して、ソフトウェアを終了しまず。 

ソフトウェアで作業をしたまま、電源を切る操作をすると作業中のデータび消えたり、データ保 
巧を確認するメッセージび表示されることびあります。誤操作の原因となるので、あらかじめデー 
夕を保存した後、ソフトウェアを終了してください。 

2 CD や DVD びセツトされていた5、 CD/DVD 取り出しボタンを押し 
て取り出しまず。 


パソコンの電源を切ると、 CD や DVD は取り出せません。 

スタート）をクリックしまず。 



(これし: i 降の画面は、機種や状況によ0異な0ます) 


22 ^15互貴度| D 季鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 









5 「シャットダウン」をクリックしまず。 

Windows Live Messenger ダウンロード 
Windows DVD み一方一 
Windows カレンダー 
Windows 5- テイシクスベース 

► ずぺてのブ□グラム 
«まの•巧 P 

しばらくすると Windows が終了し、パソコンの電源が自動的に切れます。 

巧 oint バソコンび動かなくなり操作でをない場合 

フラットポイントやキーボードび操作でをないなど、電源を切る操作びでさないと走は、次のマニュアルをご 
覧< ださし、。 

¢1『トラブル解ずガイド』 

一 「Q&A 集」一「バソコンびおかしいときの Q&A 集」一 r 起動/終了」 



4 百をクリックしまず。 
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くソコンを待機状態にする/復帰させる 


パソコンを使わないときは、電源を切らずに待機状態にしておくことびできます。待機状態にし 
ておくとパソコンを使ラとをにすぐに使い始めることびでをます。 

待機状態にはス1」ープと体止状態びあります。ここでは、パソコンをス1」ープにするち法と、ス 
1」ープから復帰（レジューム）する方法について説明します。 

(5>oint 次の場合はパソコンの電源を切ってください 

-パソコンを長期間使わないとを 

-パソコンの動作び遅くなったり、正常に動作しなくなったとき 
上記のよラな場合はいったんパソコンの電源を切0、再度電源を入れ直してください。 

電源の切0ちについては、「電源を切る」(- >P.22) をご覧ください。 


ス U — プとは 

パソコンの電源を切らずに、作業中のデータなどをメモ U に保存して、パソコンを待機状態にす 
ることです。ス U —プ中は、メモ U にイ呆存したデータなどを保持するために少しずつ電力をミ肖費 
しています。ご購入時の設定では、ス1」ープしてから一定時間経過するか、バッテ1」の残量び少 
なくなると、データなどのな巧先をメモ1」から八ードディスクに切り替えて、パソコンの電源び 
切れるよラになっています。 


パソコンをスリープする 


1®(スタート）をクリックしまず。 


Windows Live Messenger タウシロード 

コンビ ュータ 

Windows DVD メーカー 

ネダ ト つー ク 

^^ Windows 方レンター 


ミ I Windows ミーテインクスぺース 

コント □— J レノ t みレ 


巧左のプ□グラム 

► すべてのブログラム 

〜レプと IWt — 卜 


巧キの巧は 


パソコンびス U —プの状態になります。ス U —プ中は、電源ランプび点滅します。 


24 @1宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 












スリープか 6 復帰する 

1 電源ボタン（む）を押しまず。 

パソコンびス U- プから復帰（レジューム）します。電源ボタンは4砂じ(上押し続けないでくだ 
さい。パソコンの電源び切れてしまいます。 

をが M 復帰ずるとをは 

スリープにした後は、必ず]日秒]^ん L たってから復帰（レジューム）するようにしてください。 

ス U— プや休止状態については、次のマニュアルちご覧くださし、。 

QMH 省重力機制 こっぃて 

& IT 画面で見るマニュアル J» 「000410」で検索 

-> 「省電力機能を使5」 


パソ n ン©取り扱い 
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パソコンを持ち運ぶときや、周辺機器の取り付け/取りかしをするとを、パソコンを長時間使わ 
ないとさは、必ず AC アダプタを取り外します。 

I AC アダプタを取りがしまず。 


1. AC ケーブルの電源プラグをコンセントから抜さます。 

2. AC アダプタを DC - IN コネクタから取り外します。 



AC アダプタ 


AC ケーブル 


(イラストは機種や状況により異なります) 


[ k @ パソコン使用中に AC アダプタを取り外ず場合 

バッテリび充電されているか確認してくださし、特にご購入時にはバッテ U び充電されていない場合 
びあるので、ごを意ください。 


[ kQ 電源を切ってち電力を消費しまず 

パソコンは電源を切った状態でわか量の電力を消費します。そのため、 AC アダプタを取0がした状 
態ではバッテリの残量びかしずつ減っていをます。 

長時間 AC アダプタを取り外していた場合は、お使いになる前に AC アダプタを接続してから電源を 
入れて < ださい。 

バッテリの残量を減らさないためには、 AC アダプタを接続しておいてください。長期間パソコンを 
使用しない場合には內蔵バッテ U をがしてください。 


2白 @|宣ミ貢ミ| D 零堂?要王►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




ム液晶ディスプレイを閉じまず。 

液晶ディスプレイはラッチ部分に手を添えて、静かに閉じてください。 


ラッチ 




液晶ディスプレイを閉じるときの注意 


ミ夜晶ディスプレイは、ラッチ部分に手を添えて、静かに閉じてくださし、液晶ディスプレイに強い 
力び加わると、液晶ディスプレイび故障する原因となることびあ0ます。 

ミ夜晶ディスプレイを閉じるとさは、文房具などを挟まないよラにして静かに閉じてください。 




} J DBBIB 因回□区 

^バッテ U で使う 


このパソコンは、 AC アダプタを使わずにバッテ U を使って動作させることびでさ 
ます。 

ここでは、バッテ U の充電ち法、バッテ U 充電ランプ/バッテ U 残量ランプの状態 
を確認するち法、パ'ッテ U の交換ち法について説明しています。 


八ッテリを充電する 


1 パソコンに AC アダプタを接続しまず。 

充電び始まり、バッテ U 充電ランプび点なします。 

2 バッテリ充電ランプびグリーン点灯に変わったことを確認し、 AC アダ 
プタを取りがしまず。 


28 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 





バッテリ充電ランプ/バッテリ残量ランプを確認1 
する 


バッテ1」の充電の確認は、バッテ1」充電ランプ/ノ（ッテ1」残量ランプで行います。 

バッテ1」充電ランプ （*0) /バッテ1」残量ランプ（仁！!）は、なのよラに表示されます。 


田バッテリ充電ランプ （ H つ) 


状態 

充電ランプの表示 

AC アダプタを接続し、充電中 

オレンジ点な （てこ!） 

AC アダプタを接続し、充電終了（満充電時） 

グ U - ン点な （イコ） 

AC アダプタ接続（バッテ U 未装着）時 

AC アダプタ未接続（充電していない）時 

消灯 


[ Ito バッテ U 充電ランプびオレンジ点滅した場合 

バッテ1」充電ランプびオレンジ点滅状態になるのは、なの場合です。 

•内献（ッテ1」バックび熱を持って温度び高くなった場合 

-:令やされて温度びほくなったときに、バッテ IJ の保護機能び働いて巧電を停止している場合 
内蔵 J いッテ U バックの温度び平甫に戻ると、オレンジ点なにな0充電を再開します。 


田バッテリ残量ランプ （□) 



動作時 

ス U —プ時、休止状態時、 
電源 OFF 時（充電中） 

ス U —プ時（満充電時)、 
AC アダプタ未接続時 

電源 OFF 時 

AC アダプタ未接続時 
休止状態（満充電時） 

バッテ U 残量100〜已ひ施 

グ U —ン点灯 (CD) 

ゆっくりグ U —ン点滅 

、■い 

/ 1 ■ 、 


バッテ U 残量49〜13〇/〇 

オレンジ点灯 （仁こ!） 

ゆっくりオレンジ点滅 

、■い 

ク ■ ■ 、 


バッテ U 残量12%];( 下 
(LOW [□引バッテ U 状態) 

レツド点灯 

ゆっくりレッド点滅 

、■い 

✓ 11 \ 

消灯 

バッテ U 残量計測中 
(内蔵バッテ U パック装着後 

4秒間） 

オレンジ点滅 （ CD ) 


バッテ U パック未装着時 

消灯 


バッテ U 異常時[を] 

レツド点滅 



[ま]パッテリび正常に取り付けられていない、または故障している場さ 


パソ n ン©取り扱い 
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I 重お! バッテリ残 量 ランプびレッド点滅した場合 

-早い間隔でレッド点滅：バッテ U び正しく充電でをていません。パソコン本体の電源を切ってか 
らバッテリを取り付け直してください。 

-レッド点口/点滅 ：バッテ U 残量びかなくなっています （ LOW バッテ U 状態)。すみやかに 

AC アダプタを接続して、バッテ U を充電してください。 


バッテ U については、次のマこュアルをご覧ください。 

ル；/テリについて 

を[■画面で見るマニュアル』》「000己日0」であ索 
-「パ'ッテ U で使ラ」 


30 @1 宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



内蔵バッテリノ くックを交換する 


バッテ U を長期間使田すると充電する能力が低下するため、バッテ U 稼働時間が短くなります。 
稼働時間が極端に短くなってきたら、新しいバッテ U に交換してください。 

このパソコンには、次のバッテ U パックが取り付けられます。 

• NF / C 己0、 NF / C 己 ON の場を 
商品名： Li - ion バッテ U パック FM - 目已 
商品番号： 0644630 

• NF / C 40、 NF / C 40 N の場合 
商品名： Li - ion バッテ U パック FM -62 
商品番号： 0目44已60 

お問い含わせ先 

富±通コワーコ株式会社お客様総含センター 
電言舌 ： Tel 012 0- 已〇已 -279 

受付時間：月〜金/ 9:00〜17:30 (祝日-年末年始除く） 

URL : http :// jp . fujitsu . com / coworco / 

A 警告 

-バッテ U パックの交換を行う場含は、パソコンの電源を必ず切り AC アダプタを取りがして 
ください。また、バソコンやルツテ U バックのコネクタに触れないでください。 

感電や故障の原因となります。 


1 パソコンの電源を切り、 AC アダプタを取りタルまず。 


電源の切り方は、「電源を切る」 （•♦ P .22) をご覧ください。 

ム液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返しまず。 

液晶ディスプレイを開じる場合は、文房具などを挟まないよラにして静かに開じてください。 


パソ n ン©取り扱い 
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3 内蔵バッテリパックを取りがしまず。 

①ツメを矢印の方向に押しなびら、③内蔵パ'ッテ U パックを斜め上に持ち上げて取り外します。 
巧蔵バッテ1」バック ツメ 



4新しい内獻くッテリパックを取り付けまず。 


新しい内蔵バッテ U パックを斜め上から差し込み、ツメがカチッと音がするまでしっかりはめこ 
みます。 


内蔵バッテリパック ツメ 



32 @1 宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 
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ットポイントを使う 


ソラットポイントについて 


フラットポイントは、指先の操作でマウスポインタを動かすことのでをる便利なポインティング 
デバイスで、操作面とその手前にある2つのボタンで構成されています。 

この操作面を指先で上下左ちになぞることにより、画面上のマウスポインタを移動させます。 
左ちのボタンは、それぞれマウスの左ちのボタンに相当し、その機能はソフトウェアにより異な 
0ます。 



(イラストは機種や状況により異なります) 


巧が nt フラットポイントをお使いになるときのま意 

フラットポイントは操作面表面の結露、湿気などにより誤動作することびあ0ます。また、蕭れた手や汗をか 
いた手でお使いになった場合、あるいは操作面の表面びミちれている場合は、マウスポインタび正常に動作しな 
いことびあります。電源を切ってから、薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい布で巧れを拭さ取ってください。 

巧 oint USB [ユーエスビ ー] マウスを使用ずることもできまず 

マウスの接続方まについては、次のマニュアルをご覧ください。 

〇 巧剖 マゥスの接続ちぁこっぃて 

を IT 画面で見るマニュアル Jl» 「000680」で検索 
-「マウスを接続する」 







フラットポイントの使いち 


田マウスポインタ （ b ) を移動させる 

操作面を指先で上下左ちになぞることで、画面上のマウスポインタ （b) を移動させます。 



巧が M 指び操作面の端まできた5 

いったん操作面か5指を離して、ち5—度別の位置か日なぞってくださしん指を離してちマウスポインタは動 
さません。 




指を離している間はマウス 
ポインタは動をません。 



34 @1 宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 
















田クリック（タップ） 

左ボタンをカチッと]回押して、すぐに離すか、操作面を1回タップ（軽くたたく）ことです。 
また、ちボタンを1回カチッと押すことを「ちクリック」といいます。 


クリック タップ ちクリック 



(これ U ■(降のイラストは機種や状況により異なります） 


巧 oint うまくタップでさない場合 

なるべく操作面の中央部分をたたくよ5にしてください。また、操作面をたたくときや離すときに、 b の位 
置びずれないよ5に、気をつけてください。 

田ダブルクリック 

左ボタンをカチカチッと素早く 2回押して、すぐに離すか、操作面を2回連続してタップするこ 
とです。 



田ドラッグ 

左ボタンを押したまま操作面をなぞり、希望の位置で指を離します。 

または、操作面を素早く 2回タップし、2回目のタップのとをに指を操作面上から離さずになぞ 
り、希望の位置で指を離します。 


巧 


または 





パソ n ン©取り扱い 
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田ポイント 

マウスポインタをアイコンやメニューなどに合わせることです。ポイントすると、項目び反転表 
示されたり、項目の説明び表示されます。 



徊面は機種や状況により異なります) 


フラットポイントについては、なのマニュアルもご覧ください。 

Qiaiin フラットポイントについて 

巧] IT 画面で見るマニュアル』》「000640」で検索 
-*■ 「フラットポイントを使5」 

巧 oint ジェスチャー機能について 

このバソコンでは、設定を変更ずることで、ジェスチャー機能を使5ことびでさます。 
詳しくは、巧のマニュアルをご覧ください。 

QMiH ジ I スチャ-縦目口いて 

を IT 画面で見るマニュアル』》「000640」でお索 
一「フラットポイントを使5」一「フラットポイントの使いち」 


3 白 @|宣ミ貢ミ| D 零堂?要王►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 






QBE 


ン 

の 

团 Q 因 

い 


音量を調節する 


スピーカーやへ ッ ドホンの音量は、キーボードなどで調節でさます。 

[ kQ スピーカーび故障ずる原因となる場合びありまず 

音量はスピーカーから聞こえる音びひずまない範囲に設定-調整してください。 

I キーボードで、適切な音量に調節しまず。 



(イラストは状況により異なります） 


■音量を小さくする場合 

圓を押しなびら、圆を押します。 

■音量を大さくする場合 

[圖怡巧しなびら、园を巧します。 

■音を消ず場合 

P を押しなびら、 ra を押します。 

ちラー度®を押しなびら®を押すと、画面下部に現在の音量を示すインジケータび表示さ 
れ、音び出るよラになります。 

打1' ルル■…。 

Ml 川 ] 曲 i 


曰里ル •< ->曰里大 

画面ち下の通知領域にある （り） でち調節でさます。その他、音量調節については、なのマ 
ニユアルをご覧ください。 

龍を調節ずる 


巧]『画面で見るマニュアル』》「000190」で検索 
-*■ 「音量を調節する」 














BOB 


ン 

の 

回 

□ 

囚 

い 


液晶ディスプレイの明るさを 
調節する 

ドで画面の明るさを、8段階に変更でさます。 


1 明るさを設定しまず。 



(イラストは状況により異なります） 


■明るくずる場合 

画]を押しなびら国]を押す 

■暗くずる場合 

画]を押しなびら圆を押す 

画面下部に明るさを示すインジケータび表示されます。 


か ちがず化1成、 

ikU n LI □ 3 a a a 她 ^ 


暗い 


巧るい 


明るさの設定について 


し olumn 


■キーボードで画面の明るさを設定してわ、パソコンを再起動したり、ス U —プや休止状態から復帰し 
たり、 AC アダプタの接続や取り外しを行ラと、変更前の明るさに戻0ます。 

■パソコンを再起動した0、ス U —プか5復帰した0、 AC アダプタの接続や取りがしを行った直後は、 
キーボードで明るさを変更しても有効にな5ないことびあります。このような場合は、しばらく時間 
を置いてか5変更してください。 

-ご購入時は、 AC アダプタを接続している場合は明るく、バッテ U で使っている場合はかし暗くなるよ 
ラに設定されています。 

-明るさの設定は、 AC アダプタを接続している場合と、バッテリで使っている場合とで別々に変更でを 
ます。 

明るさの設定については、なのマニュアルちご覧ください。 


あ晶ディスプレイの明るさの關について 

を1『画面で見るマニュアル』》「日日日] 8日」で検索 
-*• 「液晶ディスプレイの明るさを変更する」 


38 ^15ミ貴度| D 雪鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 



















ン 

の 

团 Q 因 
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OBB 

CD/DVD を使 5 


このパソコンでできること 


このパソコンでは、 CD や DVD の読み出しや書さ込みをしたり、音楽 CD や DVD - VIDE 日を再 
生することがでをます。 

詳しくは、次のマこュアルを参照してください。 


CD や DVD で楽しむ 

巧]『画面で見るマニュアル』 

一「カテコ'リから探す」一 rCD/DVDJ 



CD/DVD 
カテ 。 J 
































































このパソコンで使えるディスク/使えないディスク 



使えるディスク 

このパソコンでお使いになることのでをるディスクは、なのとおりです。 



種別 

読みかたの例 

CD 

CD-ROM 

シーディー□ム 


CD-DA (音楽 CD) 

シーディーディーエー 


フォト CD 

フォトシーデイー 


ビデオ CD 

ビデオシーディー 


CD-R 

シーディーアール 


CD-RW 

シーディーアールダブル 
シーディーリライタブル 

DVD 

DVD-ROM 

ディーブイディーロム 


DVD-VIDEO 

ディーブイディービデオ 


DVD+R 

ディーブイディープラスアール 


DVD+RW 

ディーブイディープラスアールダブル 


DVD+R DL 

ディーブイディープラスアールデュアルレイヤー 


DVD-R 

ディーブイディーアール 

ディーブイディーマイナスアール 


DVD-RW 

ディーブイディーアールダプル 
ディーブイディーマイナスアールダブル 


DVD-R DL 

ディーブイディーアールダプルレイヤー 

ディーブイディーマイナスアールデュアルレイヤー 


DVD-RAM C ミお 

ディーブイディーラム 


を：ディスクはお使いになる前に、フォーマツトび必要です。 


ディスクをフォ-マツトする 

を11■画面で見るマニュアル』》「000060」で検索 
- 「 DVD - RAM をフオーマツトする」 


40 @1 宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




















下記な外のディスクをお使いの場合は、書さ込み/書を換え速度び低下することびあります。ま 
た、下記!;(外の DVD - RW または DVD + RW をお使いの場合は、書き込みび正常に行えない場合 
や、再生でさない場合びあります。 



メーカー 

方一力一型名 

CD-R 

太陽誘電 ( That ' s ) 

CDR 80 WTY 、 CDR 80 WPY 

CD-RW 

兰菱化学 ディア 

SW 74 QUK SW 74 EUK SW 80 QUK SW 80 EU 1 

DVD-R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

DR -47 WTYN 、 DR -47 WTY 10 SA 

DVD-R DL 

王菱化学メディア 

DHR 8 已 川 

DVD-RW 

日本ビクター 

VD - W 47 H 

王菱化学 ディア 

DHW 47 R 1 

DVD-RAM 

パナソニック 

LM - HC 47 M (4.7 G 目、力ート U ツジ無） 

LM - HB 47 MA (4.7 G 目、力ート U ツジ有、取り出し巧） 
LM - HB 94 M (9.4 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧） 

日立7クセル 

DRM 47 PWC . S 1 P 已 S A (4.7 G 目、力ート U ツジ無） 

DVD+R 

王菱化学メディア 

DTR 47 J 10 

太陽誘電 （ That ' S ) 

DR +47 WTYN 

DVD+R DL 

王菱化学 ディア 

DTR 8 已 m 

DVD+RW 

王菱化学メディア 

DTW 47 U 1 


巧奨ディスク 2008 年 10 月現な 

なのディスクの使用を巧奨します。 



パソ n ンの取り扱い 
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使えないディスク 


なのディスクはお使いにならないでください。 

• 円形しツ外の勇おディスク（星型やカード型などの変形ディスク） 

このバソコンは円おのディスクのみお使いになれます。 

円お!;(がの異おディスクをお使いになると故障する場合びあります。 

異おディスクをお使いになり故障した場合はな証の対象外となります。 

• 規格外の厚さの DVD 媒体 

DVD 規格では媒体の厚さを 1.14 mm 〜1.已 mm と規定しています。 

記録面び薄い媒体など、一部でちこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになると故障する場合 
びお0ます。 

規格がの DVD 媒体をお使いになり故障した場合は保証の対象がとなります。 

•傷またはヒビの入つたディスク 

傷またはヒビの入ったディスクをお使いになるとドライブ内部で破損する場合びありまず。 

•力ート U ツジに入れた状態で使用するタイプの DVD-RAM ( Type 1 ) 

DVD - RAM は、カート U ツジ無しタイプ、またはカート U ツジからディスクび取り出せるタイプを 
お使いください。なお、カート U ツジに入れた状態で使用するタイプの DVD - RAM を、カートリツ 
ジから無理に取り出して使わないでください。 


Qiaiin この AV ] ンで使えるディスク/使えないディスクについて 

を IT 画面で見るマニュアル』》「000050」であ索 
-「使えるディスクと対応ソフトウェア」 


42 @1 宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 


イスクをパソコンにセツトする/取り出す 


ここでは、ディスクをパソコンにセツト/取り出しをする方法について説明しています。 


ディスクをセツトする 

ディスクは、パソコンの電源び入つている状態のとをにセツトでさます。 

A ミ主意 




ディスクをセツトまたは取り出す場合は、トレーに指などを入れないでください。 
けびの原因となることびあります。 


iEa ディスクをセツトするときのま意 

CD や DVD に頻繁にアクセスしたり、 DVD - VIDEO をち生したり、 C □や DVD に書き込み書き換 
えをしたりずる場合は、バソコンに AC アダプタを接続することをお勧めします。 

AC アダプタを接続する方法は、 「 AC アダプタを接続する」 (•> P .18) をご覧ください。 


i 凹 ディスク使用時の風切音について 

ディスクはデータの読み出しなどの際に高ま回転するため、使用時には振動や風切音びすることびあ 
D ます。 


CD / DVD 取り出しボタンを押しまず。 


状態表示 LED の&び点滅中に CD / DVD 取り出しボタンを押してもかまいません。 



(これ(降のイラストは機種や状況により異なります） 
トレーび少し飛び出します。 


パソ n ン©取り扱い 
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2 トレーを静かに引き出しまず。 



トレー 


j トレーをまえなび5、ディスクをセットしまず。 


ディスクをセツトするとをは、パソコン本体にぶつからないよラに、ディスクを傾けてください。 
ディスクのレーベル面を上に（両面タイプの DVD - RAM の場合は、データの読み取り/書を込 
みを行ラ面を下に）して、トレー中央のま起にディスクの巧を合わせ、パチッと音びするまでしつ 
か0とセットします。 



[ kQ ディスクはパチッと音びずるまでしっかりとセットしてください 

ディスクの巧を突起にきちんとはめ込まないと、ディスクびドライブ内部で外れて、読み取れなかっ 
たり、取り出せなくなったりすることびあります。 

また、トレーやドライブ内部およびディスクを破損する原因となることびあります。 


44 @1 宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 












4 トレーを静かに押し込みまず。 



ディスクをセットしてから、パソコンで使えるよラになるまで、約10砂かかります。 

5 「自動再生」ウィンドウび表示された場合は、巧のどち5かの操作を 
行いまず。 

-すでに使いたいソフトウェアび起動している場合は、@をク U ックします。 

-使いたいソフトウエアび起動していない場合は、表示されている項目の一覽で使いたいソフト 
ウェアをク U ックします。 


I 使いたいソフトウエアび起動している場 
合は、ここをク IJ ックします。 


ソフトウェアび起動していない場合は、表示 
されている項目の一覧で使いたいソフトウェ 
アをク I 」ックしまず。 


:'巨因ち生 E=3 3 @ 

、；, DVDRW ドライブ （E:) Audio CD 

-7 * 

图スーデイオ CD に対しては苦になの勤巧を巧う： 


才ーデイブ CD のオプション 


I オーディオ CD の巧を 
[-Windows Media PI が er ほ用 


CD から音巽を取り込む 
-Windows Med 。 PI が er ■使用 

オーディオ CD の再を 
-Windows Media Ce が er ほ用 

才ーディオ GD の再生 
-WinDVD for FUJITSU ほ用 


凸 

巧 

0 

:?アイルをお加 
巧 ， -Roxio Centr. 

の CD を〕 ピー 

-Roxio Central Copy ほ用 

ff % コンビ レー シ ヨシ CD を巧が 
-Roxio Central Aud の 巧用 

全おのオプション 


Roxio Central Data ほ巧 


コシ>口 一 U . /ホ,し-で皇里ち声'こ区ミ王 iij _ミ三 


個面は状況により異なります) 


















ディスクを取り出す 


ディスクは、パソコンの電源び入っている状態のとをに取り出すことびでをます。 

A 注意 

A - ディスクをセットまたは取り出す場合は、トレーに指などを入れないでください。 
けびの原因となることびあります。 


1 ディスクを利用しているソフトウエアびちれば終了しまず。 


ム CD / DVD 取り出しボタンを押しまず。 _ 

状態表示 LED の&び点滅中に CD / DVD 取り出しボタンを押してもかまいません。 
トレーび少し飛び出します。 

^ トレーを静かに引き出しまず。 


4トレーをまえなび5、ディスクを取り出しまず。 


トレー中央の突起を押さえながら、ディスクがパソコン本体にぶつからないよラに、ディスクの 
ふちを持ち上げて<ださい。 



(イラストは機種や状況により異なります) 


46 ^15互貴度| D 季鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 






トレーを静かに押し込みまず。 


ディスクび取り出せなくなった場合は、なのマニュアルをご覧ください。 

ディスクが取り出せなくなった場合は 

を IT 画面で見るマニュアル Jl » 「0000已2」で検索 

一「ディスクをバソコンにセットする/取 D 出す」一「ディスクび取 D 出せなくなった5」 


パソ n ン©取り扱い 
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因回 Q 囚 

メモ u —カードを使う 


ここでは、このパソコンでお使いになれるメモ U —カードの種類や、メモ U —力一 
ドの差し込みち法、および取り出しち法について説明しています。 

SD メモ U —力ードのことを、メモ U —力ードと呼んでいます。 


メモリーカードをお使いになるラえでのご注意 •] 


メモ U —力ードをお使いになるとをは、なの点にご注意ください。 

• miniSD 力ードや microSD 力ードをおほいの場合は、アダプタび化要にな D まず。 

必ずアダプタに差し込んでからお使いください。そのまま挿入すると、メモ U —カードび取 D 
出せなくなります。 

また、メモ U —カードを取り出す場合は、必ずアダプタに差し込んだまま取り出してください。 
アダプタだけをダイレクト-メモ U —ス□ットに残すと、故障の原因となります。 



miniSD カードアダプタ 


miniSD 力ード 



microSD カードアダプタ 


microSD 力ード 


• 端子が露出している miniSD 力ードアダプタは使用でをません。 

ダイレクト-メモ U - スロット内部の端テび接触し、故障の原因となる場合びあります。 
miniSD カードのアダプタは、裏面中央部から端子び露出していない製品をご利用ください。 


X 

皿皿皿 

〇 

が]皿] 

( 

'叫叫 

ddddd 1 

) 

1 


端テび露出している 


48 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




















使えるメモリーカード 


ダイレクト•メモ U —ス□ットは、デジタルカメラなどに使われているメモ u — カードに直接デー 
夕を読み書さするためのス□ットです。 

ダイレクト-メモ U —ス□ットが対応しているメモ U —カードは次のとおりです。 

ただし、すべてのメモ U —力ードの動作を保証するをのではありません。 


s » 駐〕 


- 30><モ|」ーカード 

云ニエスデイー 

- miniSD カード 

マイク□エスディー 

- microSD カード 

エスデイーエイチシー 

- SDHC 力ード 


注：マルチメディアカード、セキュアマルチメディアカードには対応していません。 

著作権保護機能 （CPRM [シーピーアールェム])には対応していません。 

2 GB を超える SD メモ U —力ードには対応していません。 2 GB を超える場をは、 SDHC カードをお使いください。 
SDIO 力ー ドには対応していません。 


ゾモリーカードを差し込む/取り出す 


A ミ主意 

A - メモ U —カードを差し込む場合または取り出す場合は、ダイレクト■メモ U —ス□ットに指 
などを入れないで<ださい。 

けがの原因となることがあ0ます。 


胃0 メモリーカードをお使いになるときの 注意 

-メモリーカードや記録されているデータの取り扱いについては、メモ U —力ードや周辺機器のマ 
ニユアルをご覧ください。 

-メモ U —カードをデジタルカ方ラなどで使っている場合は、お使いの機器でフォーマツトしてくだ 
さい。このバソコンでフォーマツトすると、デジタルカメラなどでメモ IJ 一力ードび使えなくなり 
ます。デジタルカメラなどでのフオーマツトの方法については、お使いの機器のマニュアルをご覧 
ください。 


巧 oint メモリーカードを差し込む手順を動画で見ることびできまず 

ヴポートぺージ （ http :// azby . fmworlci . net / sijpport /) で、メモ U — 力ードを差し込む手順の動画びご覧に 
なれます。 


パソ n ン©取り扱い 
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メモリーカードを差し込む 


1 メモリーカードをダイレクト-メモリース□ットに差し&みまず。 



※製品名のある面を上側にして、まっすぐに差し込みます。 


(イラストは機種や状況により異なります) 


CJ^oint r マイフォト」について 

メモリーカードをバソコンのダイレクト•メモ IJ ース□ットに差し込むと、画像表示ソフトウ I ア「マイフォ 
卜」び起動する場合びあります。 

「マイフォト」を自動起動しないよ5にするには、「マイフォト」のメニュー画面の「設定」ボタンをク IJ ック 
して、「メモ1」一力ード挿入時にこのソフトを自動起動する」の「しない」の©を♦にして、「適用」ボタ 
ンをク IJ ックし、マイフォトを終了します。 



マイフォトについて、詳しくは巧のマニュアルをご覧ください。 

マイフォトについて 

を IT 画面で見るマニュアル』》「210750」で検索 
一「マイフオト」 


50 @1 宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 






























メモリーカードを取り出す 


1 画面ち下の通知領域にある fe(A— ドウエアのま全な取りタル）を 
クリックしまず。 

ム 「nnn をま全に取りがしまず」をクリックしまず。 

nnn にはお使いのメモ U —力ードの名称び表示されます。 

3 「このデバイスはコンピュータか5ま全に取りがずことびできまず。」と 
いラメッセージび表示された5、 rOKJ をクリックしまず。 

4 メモリーカードをパソコンか5取り出しまず。 

メモ U —カードを一度押すと、少し飛び出します。 

飛び出したメモ U —カードを引を抜をます。 

メモ U - 力ードについて詳しくはなのマニュアルもご覧ください。 

Q な就 メモリ-力-ドについて 

を IT 画面で見るマニュアル Jl » 「000700」で検索 
一「メモ IJ — カードを使5」 


パソ n ン©取り扱い 
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因回 Q 匹 



LAN (有線 LAN ) 


機能を使う 


LAN [ラン]佑線 LAN ) 機能を使うための、 LAN コネクタについて説明します。 
ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


このパソコンの LAN 機能 


このパソコンでは、なのちのが標準で準備されています。 

• LAN コネクタ （ LAN ケーブル巧） 

100 BASE-TX [ベーステイーエツクス] /10 BASE-T [ベーステイー]準拠 


インターネットを使ラとさの接続例 


なのイラストは、パソコンとブロードバンドモデムを LAN ケーフルで接続している一例です。 
ネットワークの形態によって使用する機器び異なりますので、ネットワークに合ったちのをご購 
入 < ださい。 


インターネット 



ネットワークの種類やしくみについては、なのマニュアルをご覽ください。 

〇 な就 ネットワ-クの種類やしくみについて 

を IT 画面で見るマニュアル』》「415040」で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 
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LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合 


LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合に必要なものなどを説明します。 

ここでは、フ□ードバンドインターネットにパソコンを接続する例を説明します。 


化要なをのを用意する 

このパソコンの他に、次のちのが必要です。 

•ブ□ードバンドモデム 

ADSL [エーディーエスエル]モデム、ケーブルモデムなど、インターネットの回線や、プ□バイダ 
により異なります。 

•ルーター 

異なるネットワーク間の中継点に設置して、ネットワークの中を流れるデータをさちんと目的の場所 
(パソコンやプ U ンタなど）に届けるたがの機器。一般的には、 LAN と外部のネットワーク（イン 
ターネット）を結ぶたがに使われます。 

複数台のパソコンを接続する場合は必要です。ブ□ー ドバンドモデムに搭載されている場合ちありま 
す。 

•八ブ 

ネットワーク上でケーブルを中継するための機器。 

複数台のパソコンを接続する場合に必要です。ルーターに搭載されている場含ちあります。 

• LAN ケーブル（ストレートタイプ） 

お使いになるネットワークのスピードに合ったちのが必要です。接続するネットワーク機器のマニュ 
アルをご覧になり、必要なちのをご用意ください。 


LAN を巧ラための設定 

LAN をお使いになるためには、必要な機器を LAN ケーフルで接続し、ネットワークの設定を行 
います。インターネットに接続する場合は、プロバイダより提供されるマニュアルに従って、機 
器の設定をしてください。 

接続、設定の方法については、なのマニュアルでち説明しています。 

Qiaiin m % LAN の關について 

& IT 画面で見るマニュアル J » 「000100」で検索 
— 「 LAN を使5」 



無線 LAN [ラン]機能について説明します。 

ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


このパソコンの無線 LAN 機能 


無線 LAN 搭載機種の場合、;欠の規格の無線 LAN ( Wi - Fi ® [ワイフアイ]準拠)び搭載されています。 


お使いの機種 

IEEE 802.1 la 

IEEE 802.1 lb 

IEEE 802.1 Ig 

IEEE 802.11 n 
ドラフト 2.0 

NF / C 已〇の場含 

NF / 巳已 ON で無線 LAN を 
選択した場含 

- 

〇 

〇 

〇 

NF / C 40 の場含 

NF / C 4 日 N で無線 LAN を 
選択した場合 

- 

〇 

〇 

- 


インターネットを使ラとさの接続例 


なのイラストは、フ□ー ドバンドインターネットと接続している一例です。ネットワークの形態 
によって使用する機器び異なりますので、ネットワークに合ったちのをご購入ください。 

インターネット ADSL モデムやケーブルモデムなどの 

プ□ー ドバンドモデム 




無線 LAN アクセスポイント 

無線 LAN でインターネットに接続するには、無線 LAN アクセスポイントを利用する「インフラ 
ストラクチャ通信」といラ方式で通信します。 

ブロードバンドモデムに電波を送受信する無線 LAN アクセスポイントを接続し、無線 LAN アク 
セスポイントとパソコンの間を、 LAN ケーブルの代わりに電波で送受信します。 
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ネットワークの種類和し<みについては、なのマこュアルをご覧ください。 


Q ^ H ネットワ-クの種類やしくみについて 

巧！『画面で見るマニュアル』》「41已日40」で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 


無線 LAN をお使いになる場合 


化要なをのを用意する 

無線 LAN を使ラためには、このパソコンの他になのちのび必要です。 

•無線 LAN アクセスポイント 

LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用して情報のやり取りを行う無線 LAN では、 r 無線 LAN 
アクセスポイント」と呼ばれる機器び化要となります。 


無線 LAN を巧うための設定 

無線 LAN を使ラには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの設定を行います。 

初めて設定する場合は、使用するネットワークの情報やデータの暗号化などを、無線 LAN アクセ 
スポイントとパソコンの両方に設定します。 

すでにネットワークで使われている無線 LAN アクセスポイントに接続する場合は、無線 LAN アク 
セスポイントと同じ設定になるように、パソコンを設定します。 

無線 LAN については、なのマニュアルをご覧ください。 

0『スタートガイド吕セットアップ編』 

-「インターネットを始めるための準備をする」 

QtaitH 麵 LAN の醜について 

巧] IT 画面で見るマニュアル Jl » 「001000」で検索 
- 「無線 LAN を使5」 

QMH 別就臟 LAN 力-ドなどを使う 

巧 1 IT 画面で見るマニュアル J » 「001020」で検索 
一「別売の無線 LAN アダプタを使5」 
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1 周辺機器をお使いになる場合 
2 メモ U の増設/交換 . 


5章 

周辺拐^の設置/設定/増設 


周辺機器の使用上のま意やメモリの増やし方などを説明しています。目的に合わせ 
てお読み < ださい。 








i 

周辺機器をお使いになる場合 

ここでは、周辺機器をお使いになる場合に知っておいていたださたいことについて 
説明します。 

A 警告 

A •周辺機器の取り付け/取り外しを行ラとをは、バソコンや周辺機器の電源を切った状態で 
行ってください。 

AC アダプタや電源コードをコンセントに接続している場合は、必ずコンセントから抜いて 
ください。感電の原因となります。 

0 - 周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよく読み、正し<接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電•火災の原因となります。また、パソコンおよび周 
辺機器が故障する原因となります。 


国国因国圓 B 国国 Q 国 



周辺機器とは？ 


USB [ユーエスビー]マウス、プリンタ、デジタルカメラ、メモ U などの装置のことです。パソ 
コンの各種コネクタに接続したり、内部に取り付けたりします。 


周辺機器を取り付けると 


メモリを取り付けてパソコンの処理能力を上げたり、プ U ンタを接続して印刷したりなど、パソ 
コンでできることびさらに広びります。 

また、デジタルカメラで撮影した画像をパソコンに取り込んで 、 E メールに添付したりでさます。 
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周辺機器を取り付けるには 


このマニュアル内では、「メモ U の増設/交換」 （..► P . 己1)、 r メモ U - 力ードを使う」 （..► P .48) 
などを記載しています。その他の周辺機器の接続については、を)『画面で見るマニュアル』でも 
紹介しています。 

お使いになる周辺機器のマニュアルとあわせてご覧ください。 

QMiH 周辺機器の取り付机こついて 

を f 画面で見るマニュアル J 
一「己.パソコン本体の取り扱し、」 

一「6.周辺機器の接続」 


r 画面で見るマニュアル J で調べる 


表示される画面の中か5接続ずる周辺機器をクリックしまず。 


例えば、プ U ンタを接続する場合は、 
クします。 


re. 周辺機器の接続」一「プ U ンタを接続する」をク U ッ 



晒面は機種やが況により異なります） 


0 


oint 手順を動画で見ることびでさます 

手順の中に「動画を見る」とい5ボタンびあると舌は、ボタンをク U ックすると、インターネットに接続して 
手順の動画をご覧いただけます。このとを、 FMV ユープー登録で発行された「ユーザー登録番号」と「バス 
ワード」び必要です。ユーヴー登録について、詳しくは次のマニュアルをご覧ください。 

Q 『サポート&サービスのご案內』 

-「ユーザー登録-特典」 
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周辺機器の取り扱い上の注意 



周辺機器を取り付けるとさは、次のことに注意してください。 

• 周辺機器によっては設定作業が化要でず 

周辺機器の中には、接続するだけでは正し<使えないちのがあります。このよラな機器は、接続した 
後で設定作業を行ラ必要があります。例えば、プ U ンタを使ラには、接続後に「ドライバのインス 
トール」といラ作業が必要です。周辺機器の接続は、このマニュアルをよ<ご覧になり、正しく行っ 
てください。 

• ドライバなどがフ□ッピーディスクで添付をれている場合 

周辺機器によっては、添付のドライバなどびフ□ッピーディスクで提供されているものびあります。 
オプションの FDD ユニット ( USB ) をご購入になり、接続した上でドライバをインストールしてく 
ださい。 

• マニュアルをご覧<だをい 

ケーブル類を接続する場合は、次のマニュアルをご覧になり、接続時に間違いがないよラにしてくだ 
さい。 

トス颇を離ずる場合 

巧1『画面で見るマニュアル』 

-「日.周辺機器の接続」 

誤った接続状態で使用すると、パソコンや周辺機器が故障する原因となることびあります。 

また、 r 画面で見るマニュアル」で説明している周辺機器の取り付け方法は一例です。 r 画面で見るマ 
ニュアル」とあわせて周辺機器のマニュアルち必ずご覧ください。 

•純正品をお使い<だをい 

脾社純正の周辺機器については、販売店にお問い含わせになるか、富±通ショッピングサイト rwEB 
MART 」( http :// www . fujitsu - webmart . com /) をご覧ください。 

他社製品につをましては、このパソコンで正し<動作するかどラか、保証いたしかねます。他社製品 
をお使いになる場含は、製造元の一力一にお問い合わせくださいますよラお願いいたします。 

•ACPI [エーシーピーアイ]に巧応した周辺機器をお使いくだをい 

このパソコンは AC 円モードに設定されています。 ACPI モードに対応していない周辺機器をお使い 
の場合、省電力機能などび正し<動作しない場含びあります。 

-周辺機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコンの電源を入れる前に入れるちのが一般的ですび、パソコンより媛に電源を 
入れるちのちあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 


[ kQ 周辺機器を取り付けるとをの注意 

-周辺機器を接続する場をは、コネクタの向きを確認し、まっすぐ接続してください。 
-複数の周辺機器を接続する場をは、取り付けと設定を]つずつ行ってください。 


白0 @|宣ミ貢ミ| D 零堂?要王►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




メモ u 容量を増やすことによって、パソコンの処理能力などを上げることびでさま 
す。ここでは、メモ U 容量を増やすち法について説明します。 

なお、このパソコンでは、メモ U の一部をグラフィック用メモ U として使用してい 
ます。 

巧 Oint 次の場合、メモリ容量を増やずことはでさません 

NF/C 已日 N、NF/C40N のメモリの最大容量は 4GB のため、ご購入時に 4GB のメモ U を選択した場合は、 
メモリ容量を増やすことびでさません。 


必要なちのを用意する 


田メモリ（拡張 RAM [ラム]モジュール） 

FMVNM 1 G 」6(1 GB )、 FMVNM 2 G 」 己に GB ) のメモ U び取り付けられます。 

田プラスのドライバ ー（ ドライバーサイズ：1番） 

このパソコンのネジを取り外すとさに使います。ネジの頭をつぶさないよラに、ネジのサイズ 
( M 2.5) に合ったものをお使いください。他のドライバーを使5と、ネジの頭をつぶすおそれび 
あります。 
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メモリの組み合わせ表 



田ご購入時のメモリの組み合わせ 

このパソコンには、メモ1」を取り付ける場所（ス□ット）び2つ搭載されています。ご購入時の 
メモ U の組み合わせはなのよラになつています。 


お使いの機種 

総容量 

ス□ット1 

ス□ット2 

NF / C 已0、 NF / C 40 

NF / C 已 ON 、 NF / C 40 N (2 G 目を選択） 

2 G 巨 

1 GB 

1 G 巨 

NF / C 已 ON 、 NF / C 40 N (4 G 目を選択） 

4 GB 

2 GB 

2 GB 


田メモリの組み合わせ例 

メモ U を取り付けたり交換した D する場合は、なの表のよラに組み合わせてください。なの表し 
がの組み合わせにすると、ノてソコンび正常に動作しない場合びあります。 

なの表の★印びある組み合わせでは、デュアルチャネルとして動作します。 


総容量 

ス□ット1 

スロット2 

デュアルチャネル 

2 GB 

1 GB 

1 G 巨 

★ 

2 G 巨 

なし 


3 GB 

2 GB 

1 GB 


4 GB 撮大） 

2 GB 

2 GB 

★ 


巧 oint デュアルチャネルとは 

同じ容量のメモ U を2枚取り付けると、理論上、2倍の転ち速度でデータのやりとりび巧能になり性能び向上 
します。 


白2 @1宣ミ貢ミ| D 零堂?要王►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 

















メモリ取り扱い上のま意 



A 言口 

A ■メモ U の取り付け/取りがしを行う場合は、化ずバソコンの電源を切り、 AC アダプタやバッ 
^ テ1」、周辺機器を取り外してください。ス U —プや休止状態では、取り付け/取りがしを行 

わないでください。感電の原因となります。 

また、データび消失したり、バソコンやメモ1」び故障する原因となります。 

〇 •取り外したカバー、キャップ、ネジ、電池などの部品は、ルさなお子様の手の届かないとこ 
ろに置いてください。誤って飲み込むと窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場合は、 
すぐに医師に相談してください。 

A ミ主意 

A ' メモ U の取り付け位置のすぐそばに高温になる部分びあります。 

/1\ メモ U の取り付け/取りがしを行ラとをは、バソコンの電源を切って、しばらくしてから 

行ってください。义傷の原因になることびあります。 


メモリを取り付けるとをのを 意 

•メモリは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されてお D 、 人体にたまった静電気により破 
壊される場合びあ D ます。メモ U を取 D 扱ラ前に、一度金属質のちのに手を触れて、静電気を 
放電してください。 

• 操作に必要な箇所しツ外には手を触れないで<ださい。故障の原因となります。 

•パソコンの部品など不要な物を、パソコン内部に落とさないでください。故障の原因となりま 
す。 

•メモ U びラまく取り付けられないとをは、無理にメモ U を取り付けず、いったんメモ U を抜い 
てから再度メモ U を取り付け直してください。 

• メモ U は何度ち巧さ差ししないでください。故障の原因となります。 

• メモ U のま面の端子やに部分に触れて巧さないでください。また、メモ U に強い力をかけない 
よラにしてください。 

•メモ U は下図のようにふちを両手で持ってください。金色の線が入っている部分（端子）には、 
絶対に手を触れないでください。指のミ由分などが付着すると、接触不良の原因となります。 

し-の 口!^ 分[しはっ^を |[111111|111111 III II III 11111 lllT|^ 

触れないでください。^1 .4- -メモリ 






















メモリを増やす 



メモリは、パソコン本体下面のメモ U ス□ットに取り付けます。 


巧が nt メモリを取り付ける手順を動画で見ることびでさます 

ヴポートぺージ （http://azby.fmworlcl.net/sLippo け/)で、メモ U の取り付け手順の動画びご覧になれます。 

I パソコンの電源を切り、 AC アダプタを取りがしまず。 


電源の切りちは、「電源を切る」 (•> P .22) をご覧ください。 

ム液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返しまず。 


液晶ディスプレイを閉じるとさは、文房具などを挟まないよラにして静かに開じてください。 

^ 内蔵バッテリパックを取りタルまず。 


内蔵バッテ U の取 D 外しちは、「內献（ッテ U パックを交換する」 （"► P .31) をご覽ください。 

4 メモリの組み合わせを確認しまず。 


メモ U の組み合わせについては、「メモ U の組み合わせ表」 （•> P . 己 2) をご覧ください。 
メモ U を取り付けるとをのま意 (•> P .63) をご覧になり、作業を進めてください。 


白4 @|宣ミ貢ミ| D 零堂?要王►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 







3 メモリス□ットカバーを取りがしまず。 

ネジ （1 ケ所）を取りがし、くぼみに指をかけカバーを斜め上のち向に持ち上げて取り外します。 


メモ U ス□ツトカバー 



6交換したいメモリを取りタルまず。 


メモリを押さえている両側のツメを左ちに開くと、メモリび少し斜めに持ち上びります。両手で 
メモ U のふちを持って斜め上のち向に引っ張り、スロットから取り外します。 

ス□ット2 (下段）のメモ U を交換したい場合は、スロット1(上段）のメモ U ち取りかしてく 
ださい。 
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7 メモリを取り付けまず。 


両手でメモ U のふちを持って、①メモ U の欠けている部分とコネクタのま起を合わせ、斜め上か 
らしっかりと差し込み、ノてチンと音びするまで下に倒します。 

③メモ U を押さえている両側のツメび、きちんとはまったことを確認してください。 

スロット2 (下段）のメモ U を取り付ける場合は、スロット1(上段）のメモ U をあらかじめ取 
り外してから取り付けてください。 



8 メモリス□ットカバ~を取り付けまず。 

カバーを取り付け、矢印のち向に少しスライドさせてネジ穴を合わせてから、ネジで固定します。 

メモ U ス□ツ ト カバー 
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9 内蔵バッテリパックを取り付けまず。 

内蔵バッテ U の取り付けちは、「内蔵バッテ U パックを交換する」 (•> P .31) をご覧ください。 

続いて、メモ U び正しく取り付けられたか、メモ U の容量を確認しましよう (•> P .67 )o 


ゾモリ容量を確認する 


1パソコンの電源を入れまず。 


[kQ Windows び正常に起動しない場合 

メモリび正しく取り付けられていないと、電源を入れたとさに「拡張メモ U エラー」または「メモリ 
エラーです。」といラメッセージや英語のメッセージび表示された0、画面に何わ表示されないこと 
びあります。その場をは電源ボタンで電源を切り、メモ U を取0付け直して<ださし、。 


ム@(スタート）一「コント□-ルパネル」の順にクリックしまず。 

r コント□-ルパネル」ウインドウび表示されます。 

j 「システムとメンテナンス」をクリックしまず。 


4 「システム」をクリックしまず。 








C o で囲んだ部分の数値び、増やしたメモリの分だけ増えているかどうか 
3を確認しまず。 


メモ U 容量の数値び正しくない場合は、メモ1」びをちんと取り付けられているかどラかを確認し 
て < ださい。 


コシピユータの g;?: 内な巧*の爱示 

み- 

Windows Vista"* xxxxxxx 

Copyright © 2007 Microsoft Corporation, All rights reserved. 

Service Pack 1 

Windows Vis 由をアツブクレードする (g) 

貸 

許而： Windows エクスペリエシスィタジクス 

メモ U (RAM); ■ XXXGB 1 

システムの在巧； 32 jfw トブペレーテイシクシステム 

FUJITSU 


ブガート Hie 

コンピュータ各； な*な 

フルコンビュータち： XなXX 

コシピュータめ或巧； 

つーククループ； axxxx な 

t 苗左とお5に） 


メモ IJ 容量 


6ウインドウのち上にちる@をクリックして、ウインドウを閉じまず。 
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お手入れ 


パソコン本体の曰ごろのお手入れ方法について説明しています。 


1 FMV のお手入れ 
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お手入れ 


FMV のお手入れ 


ここでは、 FMV を快適にお使いいただくための、曰ごろのお手入れについて説明 
しています。 


ノ くソコン本体および添付品のお手入れ 


A 言口 

A -感電やけびの原因となるので、お手入れの前に、なの事項を必ず行ってください。 

^ -パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタとバッテ U を取り外してください。 

•プリンタなど、周辺機器の電源を切り、パソコン本体から取り外してください。 

0 - 清掃の隙、清掃用スプレー（可燃性物質を含むちの）を使用しないで < ださい。故障■火災 
の原因となります。 


[ kQ キーボードのキーとキーの 間のホコリを取る場合 


ゴミは吹去飛ばして取5ないでください。キーボード内部に3ミび入り、故障の原因となる場合び 
あります。また、掃除機などを使って、キーを強い力で引っ張5ないでくださし、。 

ホコ U などを取る場合は、柔5かいブラシなどを使って軽くホコ U を取0除いてください。その 
際、毛先び抜けやすいブラシは使用しないで<ださい。キーボード内部にブラシの毛などの異物び 
入り、故障の原因となる場合びあります。 


パソコン本体和マウスのミちれは、乾いた柔らかい布で軽<拭を取って<ださい。 

ミちれがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固<絞っておさ取って<だ 
さい。中性洗剤を使用して拭いた場合は、水に浸した布を固<絞って中性洗剤を拭さ取って<だ 
さし、また、拭を取りの際は、パソコン本体和マウスに水が入らないよラ十分に注意してくださ 
い。なお、シンナーやベンジンなど揮発性の強いちのや、化学ぞラさん、清掃用スプレー（可燃 
性物質を含むちの）は絶对に使わないで <ださい。 

マウスのお手入れの際は、マウスをパソコン本体から取り列してください。 
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} 仪晶デイスプレイのお手入れ 


液晶ディスプレイの巧れは、乾いた柔らかい布かメガネおさで軽<おさ取って<ださい。水和中 
性洗剤を使用して拭かないで<ださい。 

Ffta 液晶ディスプレイのお手入れを行ラ場合の 注意 

-ミ夜晶ディスプレイの表面を固いわのでこすったり、強く押しつけたりしないでください。液晶ディ 
スプレイが破損するおそれびあ0ます。 

-市販のク U —ナーや化学ぞラさんを使ラと、成分によっては、画面の表面のコーティングを傷める 
おそれびあ0ます。次のわのは、使わないでくださし、。 

-アルカリ性成分を含んだわの 
-界面活性剤を含んだわの 
-アルコール成分を含んだをの 
-シンナーやベンジンなどの揮発性の強いちの 
-研磨剤を含むわの 


アルカI」性成分を含んだわの 

シンナー 

ベンジン 

洗剤 ^ル zi _ ル化学ぞラさん 


柔らかい布 



X 



Cd / dvd ドライブのお手入れ 


市販のク U - ニングディスクやレンズク U - ナーを使ラと、逆にゴ5を集めてしまい、 CD/DVD 
ドライブのレンズび巧れてしまラ場合びあります。故障の原因になりますので絶対に使わないで 
<ださい。 

ラま<読み取れない場合には、ディスクの指紋、ほこ0などの巧れを巧を取ることで改善される 
ことびあります。拭を取り方法はディスクの種類により異なります。詳しくはディスクの説明書 
/レーベルなどをご覧ください。 


ぉ手人れ 
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空冷用通風路のお手入れ 


このパソコンは、性能を維持するために放熱用のフアンを内蔵しています。放熱用フアンは、パ 
ソコンの外と内の間に空気の流れを作ってパソコン内部を;令却しているため、ご利用の環境に 
よってはパソコン内部に周囲のほこりを取り込んでしまラことびあります。このほこりび徐々に 
蓄積していくと、パソコンび本来の性能を発揮でさなくなる場合びあ D ます。 

このパソコンでは、「お手入れナビ」というソフトウェアにより、パソコン内部の温度やパソコン 
の総利用時間をチェックすることによって、お手入れの時期をお知らせします。 
r パソコンの空;令用通風路にほこりび詰まっている可能性びあります。」というメッセージび表示 
された場合、この後の手順に従って正しく清掃を巧い、ほこりを取り除いてください。 



をを用通風おの清掃方法 


[凹 充分に換気してください 

清掃時には、ほこ0などを□や鼻か6吸い込まないよ5に、窓を開けた0、換気扇を回した0するな 
どして、充分に換気してください。 


憧固 

. ホさ 


次のことにご注意ください 


洗剤は使用しないでください。 

清掃時に破損した場合、保証期間にかかわらず修理は有償となります。取0扱いについては、充分 
ごを意ください。 

ほこ0を取0除く隙は、プラスチック製の楊テや歯間ブラシなどをお使いください。金属などの硬 
いをのや、木製の巧れやすいちのなどを使ラと故障の原因となります。 


静電気を放電してください 


パソコン本体内部は、静電気に対して非常に弱い部品で構成されてお0、人体にたまった静電気によっ 
て破壊される場合びあります。 

パソコン本体内部のお手入れをする前に、一度金属質のわのに手を触れて、静電気を放電してください。 
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I パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取りがしまず。 

電源の切り方は、「電源を切る」 (•> P .22) をご覧ください。 


ム液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返しまず。 

液晶ディスプレイを開じる場合は、文房具などを挟まないよラにして静かに閉じてください。 

j ダストキヤツチヤーを取りがしまず。 

ツメを矢印のち向に押しなびら、ダストキャッチヤーを取り外します。 



4ダストキヤッチヤーと空を用通風路を清掃しまず。 


ダストキャッチャーと空;令用通風路のほこりを取り除いてください。 



金属部分を傷つけない 
ようにミ主意してください。 


ダストキヤツチヤー 








J ダストキャッチャーを取り付けまず。 

ダストキヤツチヤーをツメのない側から差し込み、カチッと音びするまでしつかりはめこみます。 



ダストキヤッチヤーを阻0かしたまま使用しなし1で<ださし、 

取り外したまま使用すると、故障の原因となることびあります。 

巧 oint メッセージ表示の設定 

な下の手順で、定期的にメッセージび表示されるよ5に設定することちでさます。 

© (スタート）^「すべてのプ□グラム」^ r お手入れナビ」^ r お手入れナビの設定」の順にクI」ックします。 
「お手入れナビの設定」ウインドウび表示されますので、ウィンドウの説明に従って操作してくださし、。 
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第5章 

仕様-覧 


パソコン本体の仕様を記載しています。 

製品名称（品名）は、個包箱に貼り付け5れている保証書でご確認ください。 


1バソコン本体の仕様 . 76 

なの表は各機種ごとの特徴を示しています。詳しい仕様については、なページからの仕様一 
覽をご覽ください。 


製品名称〔品名） 

US 日マウス 

モデム 

お線 LAN 

NF / C 已曰 

〇 

X 

〇 

NF / C 50 N 

A 

X 

A 

NF / C 40 

〇 

X 

〇 

NF / C 40 N 

A 

X 

A 


〇 :添付または搭載 、 A :機能を選択した場合に添付または搭載、 X :非添付または非搭載 














仕約一 


パソコン本体の仕様 


製品ち祝 

FMV-BIBLO NF/C50 

CPU を 1 

インテル®巳 o「eTM2 Duo プ□セッサー P 8400 

2.2 巨 GHz 

キャッシュメモリ 

2な； 3MB (CPU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル® GM4 巳 Express チップセット 

システム-バス 

1066MHz 

；><イン六モ U 

標準 2GB (1 白日 X 2) 

(PC2-6400 DDR2 SDRAM DIMM) デュアルチャネル対応 ECC なし最大4日日を 2 

:><モリス□ット 

X 2 (空きス□ットなし） 

表 

示 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

チップセットに内蔵（モバイルインテル GMA 4500MHD) 

ビデオ方モ U 

最大 783M 巨 インメモ U と共用）ま3を4 

液晶ディスプレイ$6 

高色純度1巳.6型ワイド TFT カラー 

1366 X 7巨8ドット（スーパーファイン液晶） 

お像度/発色数$8 

液晶ディスプレイ表示：]3巨巨X 768ドット/1巨77万色 
外部ディスプレイ表示：最大]日2日X1200ドッ ト /最大1677万色 
液晶ディスプレイと列部ディスプレイの同時表お：10吕 4X768 ドット/1己77万色 

フ□ツピーディスクドライブを7 

FDD ユニット (USB) (別売） 

A- 

CD 

-ドディスクドライブ 38 

約320 GB (Serial ATA/l 己 0) >ち9 

/DVD ドライブを10 

スーパーマルチドライブ 

機 

能 

オーディオコント□ーラ 

チップセット内蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録宣再生機能 

サンプリング周波数最大 192kHz、 24ビット（再生時）を 11、 

サンプ U ング周波数最大目 6kHz、 1巨ビット健を音時）ま11、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

曰 S 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

曰本語キーボード 

(キーピッチ約] 8.4mm、 キースト□-ク約 3nnm、 103キー、 

J 侶配列準拠（テンキー付） 

ポインティングデバイス 

フラットポイント（ジェスチャー機能対応)、 

USB レーザーマウス添付 

ワンタッチボタン 

Suppo け ボタン搭載 

通 

信 

機 

能 

LAN 

10 0B 冉 SE-TX / 1 0BASE-T 準拠 

浦 LAN 

ま 12 

規格 

IEEE 802 .1lb 準拠、 IEEE 8曰 2.1] 邑準拠、 

IEEE 802.1 In ドラフト2.0準拠、 （Wi-Fi® 準拠）ま口 

内蔵 

アンテナ 

ダイパーシティ方式 Si 14 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 
ミ主記については、「仕様一覧のを記について」 （••►P.84) をご覧ください。 
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製品名饰 

FMV-BI 己し〇 NF/C50 

ィ 

ン 

夕 

1 

フ 

卫 

1 

ス 

ExpressCard 

X 1スロット 

(Exp「essCa「cl/34 モジユール、 ExpressCard/ 己4モジユール対応） 迂,已 

PC 力ード 

- 

SD ><モ11-力ードミち1日 

X 1ス□ット 

外部ディスプレイ 

アナ□グ RGB ミニ D-SU 日]已ピン X 1 

USB を17 

US 日2.日準拠 X 4 (ち側面 X 3、背面 X 1) 

IEEE 1394 CDV) 

— 

LAN 

RJ-45 X 1 

オーディオ 

へッドホン-ラインアウト兼用端子を18 : ¢3.己 mm ステレオ- ミニ ジャック/ 
マイク-ラインイン兼用端テミち19 :ゆ3.已 mm ステレオ- ミニ ジャック 

状態表示 

LED 

電源お給方式 

AC アダプタ 

入力 AC100V 〜240 V、 出力 DC]9\/ (4.22 冉） 

バッテ1」 

内蔵バッテリパック： U チウムイオン 14.4V / 20日日 m 冉 h 

バッテ1」穂働時間 
(JEITA 測定法1.0ま2日） 

約1.日時間 

バッテ U 充電時間3 21 

約2.0時間 

消費電力3 22 

約1 9W /約81 W 

省エネまに基づく 
エネルギー 消費効率を 2 3 

1区分0.0曰022 (AAA) ミち24 

外お寸法（幅 X 契行 X 高さ） 
(突起部含まず） 

370.0 X 265.0 X 37.7 〜43.巳 mm 

質量 

約 2.8k 旨 

盗難防止用□ック取り付け巧 

ぁ0 

温湿度条件 

温度已〜3已む/湿度2曰〜 80%RH (動作時)、 

温度一] 〇〜目〇む/湿度20〜800 /oRH (が動作時） 

(ただし、動作時、が動作時とち結露しないこと） 

プレインス1ル曰 S 

Windows Vista Home Premium with SPl 正規版 (DirectX 10対応） 

サポート 0S を2已 

Windows Vista Ultimate with SPl 正規版、 

Windows Vista Home Premium with SPl 正規版 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 
ま記については、「仕様一覧の注記について」 （••►P.84) をご覧ください。 


仕様- 
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製品ち祝 

FMV- 己 IBLO NF/C40 

CPU ま 1 

インテル® Celeron ® デュアルコア-プ□セッヴ ー T ] 巨00 

1.66 GHz 

キャッシュ^モ U 

2な： 1 MB CCPU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル® GL 40 Express チップセット 

システム-バス 

巨巨 7 MHz 

方イン六モ U 

標準 2 GB (1 GB X 2) 

(： PC 2 -已300 DDR 2 SDRAM DIMM ) デュアルチャネル巧応 ECC なし最大 4 G 日を^ 

;><モ1」ス□ット 

X 2 (空きス□ットなし） 

表 

お 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

チップセットに内蔵（モバイルインテル日 MA 4己00 M ) 

ビデオ方モ U 

最大 783 M 巨インメモ U と共用）を3を4 

お晶ディスフレイ $6 

高色純度1日.巨型ワイド TFT カラー 

1366 X 7巨8ドット（スーパーファイン液晶） 

お像度/発色数 ae 

液晶ディスプレイ表お：13巨巨 X 768ドット/1677万色 
外部ディスプレイ表示：最大] 日 2 日 X 1200ドット/最大1677万色 
液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示： ] 日 24 X 7已8ドット/ ] 目77万色 

フ □ッ ピーディスクドライブ i ち7 

FDD ユニット ( USB ) (別売） 

从ードディスクドライプま 8 

約 320 GB (Serial ATA /1 己 0) >ち9 

CD / DVD ドライブを10 

スーパーマルチドライブ 

才 

丄 

才 

機 

能 

オーディオコント□ーラ 

チップセット内蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録宣再生機能 

サンプリング周波数最大1日 2 kHz 、 24ビット（再生時）を 11、 

サンプ U ング周波数最大目 6 kHz 、 1日ビット健 f 音時）ま11、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

曰本語キーボード 

(キーピッチ約]扫 .4 mm 、 キースト□-ク約 3 nnm 、 103キー、 

J 侶配列準拠（テンキー付） 

ポインティングデバイス 

フラットポイント（ジェスチャー機能対応)、 

USB レーザーマウス添付 

ワンタッチボタン 

SuppD けボタン搭載 

通 

信 

機 

能 

LAN 

10 0 B 冉 SE-TX / 1 0 BASE-T 準拠 

無線 LAN 

を 1 己 

規格 

IEEE S 02.1 lb 準拠 、 IEEE 8日 2.1] 呂準拠、 （Wi- 円⑥準拠）ま に 

内蔵 

アンテナ 

ダイバーシティ方式 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 
を記については、「仕様一覧の注記について」 （••► P .84) をご覧ください。 
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製品名饰 

FMV - 己 1 己 LO NF / C 40 

イ 

ン 

夕 

1 

フ 

X 

1 

ス 

ExpressCard 

X 1スロット 

( Exp 「 essCa 「 cl /34 モジユール、 ExpressCard / 己4モジユール対応）迂,已 

PC 力ード 

- 

SD ><モ11-力ードミち1日 

X 1ス□ット 

外部ディスプレイ 

アナ□グ RGB ミニ D - SU 日]已ピン X 1 

USB を17 

US 日2.日準拠 X 4 (ち側面 X 3、背面 X 1) 

IEEE 1394 CDV ) 

— 

LAN 

RJ -45 X 1 

オーディオ 

へッドホン-ラインアウト兼用端子を18 : ¢3.己 mm ステレオ-ミニジャック/ 
マイク-ラインイン兼用端テミち 19 :ゆ3.已 mm ステレオ-ミニジャック 

状態表示 

LED 

電源お給方式 

AC アダプタ 

入力 AC 100 V 〜240 V 、 出力 DC ]9\/ (3. 16冉） 

バッテ1」 

内蔵バッテリパック： U チウムイオン10.8 V / 20日日 mAh 

バッテ1」穂働時間 
( JEITA 測定法1.0ま 2 日） 

約1 .0 時間 

バッテ U 充電時間 3 21 

約2.0時間 

消費電力 3 22 

約 26 W /約目 4 W 

省エネまに基づく 
エネルギー 消費効率を 2 3 

1 区分0.00037 CAAA ) ま^4 

外お寸法（幅 X 契行 X 高さ） 
(突起部含まず） 

370.0 X 265.0 X 37.7 〜43.巳 mm 

質量 

約 2.8 kg 

盗難防止用□ック取り付け巧 

ぁ0 

温湿度条件 

温度曰〜3日む/湿度2曰〜 80 %RH (動作時)、 

温度一] 〇〜目〇む/湿度20〜800 /oRH (が動作時） 

(ただし、動作時、が動作時とち結露しないこと） 

プレインス1ル曰 S 

Windows Vista Home Premium with SPl 正規版 (DirectX 10対応） 

サポート 0 S を2已 

Windows Vista Ultimate with SPl 正規版、 

Windows Vista Home Premium with SPl 正規版 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 
ま記については、「仕様一覧の注記について」 （••► P .84) をご覧ください。 
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製品ち和 

FMV-B 旧 LO NF/C50N 

イジテル ⑥ Core，lDuo プロセッサー 
P 8400を選巧した場合 

インテル® Core™2 Duo プロセッサー 

P 9500を選巧した場合 

CPU ;ま1 ★ 

インテル⑥ Core ™2 Duo プロセッサー 
P 8400 

インテル⑥ Core ™2 Duo プ□セッサー 
P 9 已〇〇 

2.2 巨 GHz 

2.53 GHz 

キャッシュメモ 

2な： 3 MB に PU 内蔵） 

2次：目 MB (巳 PU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル® GM 4 已 Express チップセット 

システム-バス 

] 06已 MHz 

インメモ|」女 

標準2白巨 （1 G 己 X 2) /標準 4 G 己 （2 白己 X 2) 

( PC 2-6400 DDR 2 SDRAM DIMM ) デュアルチャネル対応 ECC なし最大 4 G がが 

メモ1」ス□ット 

X 2 (空さス□ットなし） 

表 

お 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

チップセットに内蔵（モパイルインテル GM 冉4已〇 0 MHD ) 

ビデオ六モ|」女 

標準メモ U 2 G 巨の攝合：最大 783 MB (メイン六モ U と共有）ま3ま4、 

標準六モ U 4 GB の場合：最大12目曰 MB (方インメモ U と共有）ま d 

あ晶ディスプレイ$6 

高色純度1已.巨型ワイド TFT カラー 

1366 X 768ドット（スーパーファイン液晶） 

お像度/発色数 $6 

液晶ディスプレイ表示：136白 X 768ドット/1677万色 
外部ディスプレイ表示：最大1920 X ]2日0ドット/最大1677万色 
液晶ディスプレイとが部ディスプレイの同時表示： ] 日24 X 7日8ドット/1677万色 

フ □ッ ピーディスクドライブ i ち 7 

FDD ユニット （ USB ) (別売） 

A —ドディスクドライブま8 ★ 

約 ] 巨 0 G 目/約2已日 G 巨/約320 G 巨 （Serial AT A /] 巳 0) を^ 

CD / DVD ドラィブを10 

スーパーマルチドライブ 

才 

デ 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント□ーラ 

チップセット内蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録宣再生機能 

サンプリング周波数最大1 92 kHz 、 24ビット（再を時） an , 
サンプリング周波数最大目已 kHz 、 1已ビット（録音時 ） a 11、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

曰 S 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

曰本語キーボード 

(キーピッチ約] 8.4 mm 、 キースト□-ク約 3 mm 、 1日3キー、 

JIS 配列準拠（テンキー付） 

ポインティングデバイス 

フラットポイント〔ジェスチャー機能対応） 

ご購入時の選択によっては、 USB レーヴーマウスび添付されます。 

ワンタッチボタン 

Support ボタン搭載 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1日〇巨冉 SE-TX / 1 0 BASE-T 準拠 

無線 LAN ★ 

を1己 

規格 

なし / IEEE 802 .1 lb 準拠 、 IEEE 802 .1] 邑準拠、 

IEEE 802.1 In ドラフト吕 .0 準拠、 （ Wi - Fi ® 準拠）をに 

内蔵 

アンテナ 

ダイバーシティ方式を1 4 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみ購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したをのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 

を記については、「仕様一覧のを記について」 （••► P .84) をご覧ください。 


80 ^15互貴度| D 季鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 




































製品名饰 

FMV - BI 己 LO NF / C 50 N 

インテル® Core ™2 Duo プロセッサー 

P 8400を還巧した場合 

インテル® CoreTMa Duo プロセッサー 
P 9500 を選巧した場さ 

ィ 

ン 

夕 

1 

フ 

卫 

1 

ス 

ExpressCard 

XI ス□ット 

( Exp 「 essCard /34 モジユール、 ExpressCard / 日4モジユール対応）ま1。 

PC 力ード 

- 

SD メモ U - 力ードを1日 

X 1ス□ット 

列部ディスプレイ 

アナ□グ RGB ミニ D - SUB 15ピン X ] 

USB ミち17 

US 巨2.0準拠 X 4 (ち側面 X 3、背面 X 1) 

IEEE 1394 CDV ) 

- 

LAN 

RJ -4 巳 X 1 

オーディオ 

へッドホン-ラインアウト兼用端子注18 ;が3.巳 mm ステレオ-ミニジャック/ 
マイク-ラインイン兼用端子を19 : ¢3.己 mm ステレオ-ミニジャック 

状態表示 

LED 

電源お給方式 

AC アダプタ 

入力冉 C 100 V 〜240 V 、出力 DC 19 V (4.22 A ) 

バッテ1」 

内蔵バッテ U パック： U チウムイオン14.4\// 2日00 m 冉 h 

バッテ U 穂働時間 
( JEITA 測定法1.0を2日） 

約1.目時間 

バッテ1」充電時間を21 

約 2.0 時間 

ミ肖費電力 a 22 

約 19 W / 約 81 W 

省エネ法に基づく 
エネルギー消費効率ま 2 3 

1 区分0.0日022 CAAA ) ま24 

1 区分0.0002曰 （ AAA ) を 24 

外形寸法（幅 X 奥行 X 高さ） 
(突起部含まず） 

370.0 X 吕 6 己.0 X 37.7 〜43.己 mm 

質量 

約 2.8kg 

盗難防止用□ック取り付け巧 

あ D 

温湿度条件 

温度己〜3已む/湿度20〜 80 %RH (動作時)、 

温度一10〜巨日で/湿度20〜800 /oRH (非動作時） 

(ただし、動作時、が動作時とも結露しないこと） 

フレインス 1 ル曰 S 

Windows Vista Home Premium with SPl 正規版 (DirectX 10 対応） 

サポート OS を 2 曰 

Windows Vista Ultimate with SPl 正規版、 

Windows Vista Home Premium with SPl 正規版 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみ購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

を記については、「仕様一覧の注記について」 (.> P .84) をご覧ください。 
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FMV-BIBLO NF / C 40 N 

製品ち祐 

インテル ⑥ Celeron ® デュアルコア • 

インテル® Celeron ® プ□七ジヴー 575 


プ□七ジヴ ー Tl 色00を選巧した場合 

を選巧した場合 

CPU ま1 

インテル® Celeron ® デュアルコア- 
プ□セッサー T 1 600 

インテル® Celeron ® プ□セツサー巳7己 


1.6 己白 Hz 

2白 Hz 


キャッシュ^モ U 

2;欠： 1 MB〔CPU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル® GL 40 Express チップセット 

システム-バス 

667 MHz 

；><インメモ|」女 

標準 2 G 曰 （1 白巨 X 2) /標準 4 G 巨 (2 GBX 2) 

( PC 2 -已300 DDR 2 SDRAM DIMM ) デュア J レチャネ J レ対応 ECC なし最大4白日ま己 

；><モ1」ス□ット 

X 2 (空きス□ットなし） 

表 

示 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

チップセットに内蔵（モバイルインテル GMA 4已〇 0 VI ) 

ビデオ六モ|」女 

標準メモ U 2日巨の場を：最大 7 S 3 M 臣（メイン:><モ11と共有）を3ま 4 、 

標準メモ U 4日日の場を：最大12日己 MB (メインメモ U と共有）を d 

液晶ディスプレイ a 6 

高色純度]已.日型ワイド TFT カラー 

1366 X 768ドット（スーパーファイン液晶） 

お像度/発色数 

液晶ディスプレイ表示：136巨 X 768ドット/1677万色 
外部ディスプレイ表示：最大1日20 X 1200ドット/最大1677万色 
液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示：1日24 X 768ドット/1677万色 

フ□ッピーディスクドライブま7 

FDD ユニット ( USB ) (別売） 

A —ドディスクドライプま8 ★ 

約]巨 0 G 巨 /約 2己 0 G 巨/約 320 GB ( Serial 冉 T 冉 /] 已 0) ^9 

CD / DVD ドラィブを10 

スーパーマルチドライブ 

I 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント□ーラ 

チップセット内蔵+ High Definition Audio コー デック 

PCM 歸音再生機能 

サンプリング周波数最大 192 kHz 、 24ビット（再生時）ま11、 
サンプリング周波数最大 96 kHz 、 1白ビット（録音時）を11、 

同時歸宣再生機能 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー巧蔵 

キーボード 

曰本語キーボード 

(キーピッチ約 18.4 nnm 、 キースト□-ク約 3 mm 、] 03キー、 

」侶配列準拠〔テンキー付） 

ポインティングデバイス 

フラットポイント（ジェスチャー機能対応） 

ご購入時の選択によっては、 USB レーザーマウスび添付されます。 

ワンタッチボタン 

Sup 阳け ボタン搭載 

通 

信 

機 

能 

LAN 

100巨 ASE-TX / ] 日 B 冉 SE-T 準拠 

無線 LAN ★ 

を 12 

規格 

なし / IEEE 802 .1] b 準拠 、 IEEE 802 .1 1 邑 準拠、 （ Wi - Fi ® 準拠）注に 

内蔵 

アンテナ 

ダイバーシティ方式 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみ購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したをのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 

ま記については、「仕様一覧のを記について」 （••► P .84) をご覧ください。 
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製品を称 

FMV-BIBLO NF/C40N 

インテル® Celeron® デュアルコア • 
プロセッサー T1 600 を選巧した場合 

インテル⑥ Celeron® プ□七 ツサー 575 
を選巧した場合 

ィ 

ン 

夕 

1 

フ 

I 

1 

ス 

ExpressCard 

X 1ス〇ット 

( Exp 「 essCard /34 モジユール、 ExpressCard / 曰4モジユール対応）ま巧 

PC 力ード 

- 

SD メモ U - 力ードを IS 

X1 ス□ット 

外部ディスプレイ 

アナ□グ RGB ミニ D - SUB 15ピン X ] 

US 己を 17 

US 巨2.0準拠 X 4 (ち側面 X 3、背面 X 1) 

IEEE ] 394 ( DV ) 

- 

LAN 

RJ -4 巳 X 1 

オーディオ 

へッドホン-ラインアウト兼用端テを18 ;ゆ3.巳 mm ステレオ-ミニジャック/ 
マイク -ラインイン兼用端子を 19 : ¢3.己 mm ステレオ-ミニジャック 

状態表示 

LED 

電源な給方式 

AC アダプタ 

入力冉 C 100 V 〜240 V 、出力 DC 19 V (3. ISA ) 

バッテ I 」 

内蔵バッテ U パック： U チウムイオン1 O.QV / 2000 mAh 

バッテ U 穂働時間 
( JEITA 測定法1.0を 2 日） 

約1 .0 時間 

バッテ1」充電時間を21 

約2.0時間 

ミ肖費電力 a 22 

約 26 W /約 64 W 

省エネ法に基づく 
エネルギー消費効率を 2 3 

1区分0.0曰曰37 CAAA ) ま24 

1区分日.000已8 CAA ) ま 24 

外形寸法（幅 X 奥行 X 高さ） 
(突起部含まず） 

370.0 X 265.0 X 37.7 〜 43.5 mm 

質量 

約 2.8 k 吕 

盗難防止用□ック取り付け巧 

あ0 

温湿度条件 

温度日〜3已で/湿度20〜800 /oRH (動作時)、 

温度一10〜巨び C / 湿度20〜 80 %RH (非動作時） 

(ただし、動作時、が動作時とも結露しないこと） 

フレインス1ル曰 S 

Windows Vista Home Premium with SPl 正規版 (DirectX 10 対応） 

サポート OS を2曰 

Windows Vista Ultimate with SPl 正規版、 

Windows Vista Home Premium with SPl 正規版 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみ購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

を記については、「仕様一覧の注記について」 (.> P .84) をご覧ください。 
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仕様一覧の注記について 


ソフトウエアによっては CPU 名表記び異なることびあります。 

-最大メモ U 容量にずるには、メモ U ス□ットにあらかじめ搭載済の><モリを取りがして、別売の増設メモ U を取 
り付ける必要びありまず。 

-システムの画面上ではメモ U 容量び4.0 0 G 巨と表示されてち、 OS び使用可能な領域は最大約 3 GB になります。 

なお、装置構成によってご利用巧能なメモ IJ 容量は異な0ます。 

-取り付けるメモ U の容量の組みをわせによってはシングルチヤネルで動作します。 

Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( DVMT ) を使用しており、パソコンの動作状況により;モリ容量 
び最大設定まで変化しまず。 

メインメモ U を 4 G 巨にした場合の六モ U 容量は、最大12日己 MB (六イン方モ I 」と共有）になります。 

-液晶ディスプレイはが萬に精度の高い技術で作られておりまずび、画面の一部に点なしないドットや、常時点好 
するドットび存在する場合びあります（有効ドット数の割合は99.99% L ソ上です。有効ドット数の割合とは「巧 
応するディスプレイの表示しラる全ドット数のうち、表示可能なドット数の割を」をおしています)。これらは故 
障ではあ0ません。交換-返品はお受けいたしかねますのであらかじめご了承<ださい。 

-本製品で使用している液晶ディスフレイは、製造工程により、各製品で色をいび異なる場合びありまず。また、温 
度変化などでをかの色むらび発生する場をびあります。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承く 
ださい。 

-長時間同じ表示を続けると残像となることびありますび故障ではありません。残像は、しばら<経つと消えます。 
この現象を防ぐためには、省電力機能を使用してディスフレイの電源を切るか、スク U —ンセーバーの使用をお 
勧めします。 

-表おする条件によってはムラおよび微少な斑点び目立つことびありますが故障ではありません。 

なお、な輝度で長時間連続で使用した場含、早期の部品交換び必要になることがあ0ます。 

グラフィックアクセラレータの出力する最大発色数は ] 677万色ですび、液晶ディスプレイではディヴ U ング機能 
によって、擬似的に表示されます。また、外部ディスプレイに出力する場合は、お使いの外部ディスフレイびこの 
觸憬度をサポートしている必要びあります。 

フ□ッピーディスクは、フオーマットした環境（方一力一、機種、ソフトウ王ア）によっては、データを読み書き 
できない場合びあります。対応メディアは、 2 HD (1.44 MB , 1 .2 MB ) と 2 DD (720 KB ) です。なお、1 .44 MB 
じ ( がのフオーマットはでさません。 

容量は、 1 G 己二1000 3 byte 換算値です。 

このパソコンは Windows RE 領域に約 1 G 日の領域び占有されていまず。また、 U カバ U 領域に、約1 6 G 巨の領 
域び占有されています。そのため、にンピュータ」の八ードディスクの総容顯ま、マニュアルの記載よりも約 17 G 目 
かなく表示されます。 

なお、八ードディスクの区画の数や種別を変更したり、が付けドライプを接続した状態では、「トラブル解ミ夫ナビ」 
び正常に動作しなくなります。ご了承<ださい。 

ドライブの主な仕様は次の通りです。 

-ディスクによってはご利用になれない場合ちあります。 

-書を込み/書を換え速度は、ドライブの性能値でず。 

-書さ込み/書を換え速度に対応したディスクび必要になりますび、対応ディスクは販売されていない場合びあり 
ます。 

-読み出し、書き込み速度はディスクや動作環境によって異なる場合びありまず。 

スーパーマルチドライプ 


CD/DVD 

読み出し速度〔最大） 

書を込み/書を換え速度（最大） 

CD-ROM 

24 倍速 

- 

CD-R 

24倍速 

書込24倍速 

CD-RW 

24倍速 

書鞭] 0倍速 

DVD-ROM 

8倍速 

- 

DVD-R 

8倍速 

書込 S 倍速 

DVD-R DL 

已倍速 （8 .已 G 目） 

書込4倍速 （8 .己 G 日） 

DVD-RW 

8倍速 

書換6倍速 

DVD+R 

8倍速 

書込8倍速 

DVD+R DL 

白倍速 （8 .已 G 巨） 

書込4倍速 （8.5 GB ) 

DVD+RW 

8倍速 

書鞭8倍速 

DVD-RAM 

巳倍速 （4.7/ 目. 4 G 巨） 

書換已倍速 （4.7/9.4 GB ) 


使用でさるサンプリングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

無線 LAN の仕様については、次のマニュアルをご覧ください。 

を)『画面で見るマニュアル』》「002000」で検索 
一 r 無線 LAN の仕様」 

Wi - Fi ® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体 「 Wi-Fi Alliance ®」 の相互接続性テストに合格している 
cl とを术します。 

IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠を使用したときは、 MIM 日方式にわなります。 


84 @|每5貢 t I ►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 
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注 1 巳 ExpressCard /34 モジュールと ExpressCard / 已4モジュールは同時に使用できません。 

注16 -すべての SD メモ U —カードの動作を保証するものではありません。 

•マルチメディアカード （ K / IMC ) やセキュアマルチメディアカードには対応していません。 

- SDIO カードには対応していません。 

• min 信 D カード、 micraSD カードをお使いの場合は、アダプタび必要になります。必ずアダプタにセットしてか 
らお使い <ださい。 

- 2 G 巨を超える SD メモ U - 力ードには対応していません。2白日を超える場合は、 SDHC 力ードをお使いくださし、。 
•著作権保護機能 （ CPRM ) には対応していません。 

注17 すべての US 目巧応周辺機器について動作保証するをのではありません。 

注18 0 S 上で設定を変更することにより、ラインアウト端モとして使巧することもでをます。なお、仕様は次の通りです。 
へッドホン出力時：出力] mW し义上、負荷インピーダンス 32 Q 
ラインアウト出力時：出力 IVL ツ上、負荷インピーダンス lOkD し乂上 
注1日 0 S 上で設定を変更することにより、ラインイン端テとして使用することもでをます。なお、仕様は次の通りです。 
マイク入力時：入力] 0日 mV L ソ下、入カインピーダンス ( AC ) IkQL ソ上 ( DC ) 2 kQ 上 
ラインイン入力時；入力 ] V 政下、入カインピーダンス lOkQULb 
注20社団法人電子情報巧術産業協含の 『 J 曰 TA バッテ U 動作時間測定法 （ Verl . O ) 』 Chttp :// it . jeita . o 「. jp / mobile / 
index.htmDo 

なお、本体のみ、省電力制御あり、満充電の場合。ただし、実際の稼働時間は使用条件により異なります。 

注21電源 OFF またはス U —プ時。なお、装置の動作状況により充電時間び長くなることびあります。 

注22 •動作時の最ル消費電力 （ Windows 起動直後の消費電力）/最大消費電力でず。また、冉 C アダプタ運巧時の消費 

電でサ 

•電源 OFF 時の消費電力は、約 T . OWL ^ TF です。なお、電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、冉 C ケー 
プルの電源プラグをコンセントから损いてください。 

注23 エネルギー消費効率とは省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除 
したちのです。 

注24 - 2007年度基準で表示していまず。 

•カッコ内のアルファベットは、 「 A は] 000/〇じ Lb 2000/〇未満、 AA は200%じ(上己000/〇未満、 AAA は已000/〇 
L ^ Lh 」 の省エネルギー基準達成率であることを示しています。 

注2日日本語32ビット版。 
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